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Happy

 Birthda
y!

1月

編集後記
ひつじ年生まれの年男・年女の皆さんは
お会いすると元気いっぱい！楽しく撮影
することができました。表紙の羊は針で
羊毛をチクチク刺して作ったのですが、
これが結構大変でした。ようやく顔を作
り終えると同僚が「何作っているの？
犬？」と一言……（笑）でも少しずつ体と
足を作り上げ、体を毛糸で覆うと……か
わいらしい羊が出来上がり、ほっと一安
心♪2015年も「広
報きくよう」をよろ
しくお願いします！
最後に私の抱負を↗

蘭野　道久くん
（ひばりヶ丘）

平成22年１月13日生まれ

発表会できつね役をがんばりました

川久保 匠真くん
（東ヶ丘）

平成22年１月６日生まれ

か わ く ぼ　しょうま

平成26年11月末現在
（　）内は前月比

●出生／  31　●死亡／  23
●転入／113　●転出／124

39,807（－ 3）
19,461（－ 7）
20,346（＋ 4）
15,624（－11）

1
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表紙の写真

2015年はひつじ年です。ひつじ年生ま
れの年男・年女の皆さんにすてきな笑顔
で表紙を飾ってもらいました。勉強や部
活、趣味、仕事など、いろんな抱負があ
りますね。ことしも町民の皆さんにとっ
て素晴らしい１年になりますように！

光澤 新之祐くん
（青葉台）

平成22年１月19日生まれ

みつ ざ わ 　し ん の す け

三里木保育園

「先生あのね」といろいろな
お話を上手にしてくれます。
きれいな物が大好きで心も優
しい男の子です。

お絵描きが大好きでいつも丁
寧に色塗りをしています。お
母さんのご飯が一番おいし
い！と元気いっぱいです。

今月の主な話題

2 新年のごあいさつ

4 平成25年度　決算

8 確定申告・町県民税申告

10 平成27年度保育所入所の面接を行います

16 菊陽町の給与・定員管理などを公表します

Jan 2015
vol. 524

1

ら ん の 　　みちひさ

ひ
つ
じ
年
の
皆
さ
ん
！

こ
と
し
の
抱
負
は
？

　菊池地域広報紙の共同企画として、菊池地域の各市町から「わがまち自慢」を
抽選で８人へプレゼントします。皆さんの応募をお待ちしています。

菊池地域４市町広報紙読者プレゼント

■プレゼント内容
❶菊陽町　「さんふれあ」さんさんの湯入浴券（２枚１組）２人
❷菊池市　菊池温泉周湯券（３枚１組）　　　　　　　　　２人
❸合志市　かぐや姫たまご（約20個）　　　　　　　　　２人
❹大津町　からいも（５㌔）　　　　　　　　　　　　　　２人
 
■応募方法　
　はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、菊陽町の魅力、「広報きくよう」への
意見や感想を書いて、〒869‒1192（住所不要）菊陽町役場　総合政策課「読者プ
レゼント」係にご応募ください。
 
■選定方法
　応募者の中から抽選でプレゼントします。応募は１人１回です。プレゼントの
選択はできません。
 
■締切日
　１月30日（金）　当日消印有効
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。個人情報は商
品の発送以外には一切使いません。

新春共同特別企画
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
各
地
で
記
録
的

豪
雨
が
発
生
し
、
特
に
８
月
の
広
島
県
で
は
大
規
模
な
土
砂

災
害
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。
７
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
は
大
型
の
台
風（
８
号
、
18
号
、
19
号
）が
発
生
し
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
９
月
に
は
、
長
野
県
の

御
嶽
山
が
噴
火
し
、
多
く
の
登
山
者
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
自
然
災
害
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
復
興

さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
本
町
の
東
に
は
、
今
も
活
発
な
活
動
を
続
け
る
阿
蘇
山
が

あ
り
ま
す
。
い
つ
大
規
模
な
噴
火
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

た
め
、
今
後
の
動
向
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
本
町
の

南
に
は
布
田
川
・
日
奈
久
活
断
層
が
走
っ
て
お
り
、
地
震
の

発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
自
然
災
害
の
教
訓
を
私
た

ち
一
人
一
人
が
受
け
止
め
、「
自
分
に
で
き
る
こ
と
」
を
問

い
直
す
必
要
が
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
国
政
の
動
き
で
は
、
消
費
税
が
昨
年
４
月
か
ら
３
％
引
き

上
げ
ら
れ
８
％
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
は
、
日
本
経
済

に
予
想
以
上
の
景
気
の
も
た
つ
き
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
９
月
に
は
第
二
次
安
倍
改
造
内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。

臨
時
国
会
で
安
倍
首
相
は
「
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
町
づ

く
り
、
人
づ
く
り
、
仕
事
づ
く
り
を
進
め
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
を
創
設
し
、
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
次

元
の
異
な
る
大
胆
な
政
策
を
取
り
ま
と
め
、
実
行
し
て
い
く
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
町
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
お
と
と

し
か
ら
始
ま
っ
た
菊
陽
中
学
校
の
耐
震
化
工
事
は
順
調
に
進

ん
で
お
り
、
３
年
生
も
新
校
舎
で
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
も
ご
安
心
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
支
所
機
能
の
他
、
健
康
・
福
祉
、
生
涯
学
習
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
備
え
た
光
の
森
町
民
セ
ン
タ
ー（
愛
称
「
キ
ャ

ロ
ッ
ピ
ア
」）は
当
初
の
予
定
か
ら
オ
ー
プ
ン
が
遅
れ
て
お
り

ま
す
が
、
年
度
内
に
は
開
所
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
西
部

地
域
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
ど
も
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
与
え
ら
れ
ま
し
た
議

事
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
慎
重
に
審
議
を
行

い
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
「
こ
の
菊
陽
町
に
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
執
行
部
と
切
磋

琢
磨
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
町

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
議
会
活
動
報
告
を

兼
ね
た
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実
り
多
い
幸
せ
な

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
27
年
の
新

春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
町
政

に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
４
月
か
ら
年
金
・
医
療
・
介
護
・
少
子
化
対

策
な
ど
の
社
会
保
障
財
源
確
保
の
た
め
、
消
費
税
率
が
８
％

と
な
り
ま
し
た
。
政
府
は
５
兆
円
規
模
の
経
済
対
策
、
景
気

対
策
を
行
い
、
景
気
の
回
復
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

予
想
以
上
の
景
気
の
停
滞
に
よ
り
、
こ
と
し
10
月
か
ら
の
消

費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
は
先
送
り
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
９
月
に
発
足
し
た
第
二
次
安
倍
改
造
内
閣
に
お
い
て

は
、
地
域
間
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ

と
や
、
人
口
急
減
、
超
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を
創
設
し
、
地
方
創
生
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
第
５
期
総
合
計
画
の
後
期
基
本

計
画
策
定
に
向
け
、
小
学
校
区
単
位
の
住
民
懇
談
会
や
各
種

団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
地
域
ご
と
の
課
題
・
施
策

の
方
向
性
な
ど
を
計
画
に
盛
り
込
む
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
町
の
主
な
動
き
を
挙
げ
ま
す
と
、
待
機
児

童
の
解
消
や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に
備
え
、
昨
年
４

月
に
子
育
て
支
援
課
を
新
設
し
、
福
祉
課
と
の
機
能
分
担
を

行
い
ま
し
た
。

　
菊
陽
中
学
校
で
は
、
安
全
で
快
適
な
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
耐
震
と
生
徒
増
に
対
応
す
る
た
め
の
改
築
工
事
が
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
本
年
初
め
に
は
完
了
し
、
３
年
生
も
新

校
舎
で
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
春
に
は
支
所
、
地
域
セ
ン
タ
ー
、
体
育
館
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
備
え
た
光
の
森
町
民
セ
ン
タ
ー（
愛
称「
キ
ャ

ロ
ッ
ピ
ア
」）が
開
所
し
ま
す
。
西
部
地
域
の
新
し
い
活
動
拠

点
と
し
て
、
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
り
ま
す
鹿
児
島
県
屋
久

島
町
と
姉
妹
都
市
盟
約
20
周
年
を
記
念
し
ま
し
て
、
本
町
と

屋
久
島
町
で
そ
れ
ぞ
れ
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
屋
久
島
か
ら

贈
ら
れ
た
非
常
に
貴
重
な
「
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
」
を
は
じ
め
、

屋
久
島
に
生
息
す
る
た
く
さ
ん
の
樹
木
を
杉
並
木
公
園
の

「
屋
久
島
の
森
」
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
町
の
前
身
と
な
る
菊
陽
村
が
誕
生
し
て
以
来
、

60
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
住
民
基
本
台
帳
の
人
口
も
本

年
中
に
は
、
４
万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
近
年
で
は
商

業
施
設
も
整
い
、
世
界
を
市
場
と
す
る
企
業
を
誘
致
す
る
な

ど
、
住
み
よ
い
元
気
の
あ
る
町
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
先
人
の
志
と
知
恵
を
忘
れ
ず
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
町
の
将
来
像
で
あ

り
ま
す
「
人
・
緑　
未
来
輝
く
生
活
都
市　
き
く
よ
う
」
の

実
現
の
た
め
に
全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
良
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

議事機関としての役割を果たし
執行部と切磋琢磨してまいります

「人・緑　未来輝く生活都市　きくよう」を
目指して、まちづくりを進めてまいります

新年のごあいさつ
菊陽町議会議長　大塚 　昇

新年のごあいさつ
菊陽町長　後藤　三雄
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町税の内訳

民生費

衛生費

※人口は平成26年1月1日現在の人口（39,261人）で計算しています。
　地方交付税の計算に用いる人口（転出予定者を含む）を使っているため、
　広報でお知らせした人口とは異なります。

総務費

農林水産業費 消防費 その他

■
歳
出

　

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
民
生
費
が
39
億

８
，
１
６
１
万
円
で
全
体
の
26
％
を
占
め
て
最

も
多
く
、
次
い
で
教
育
費
が
29
億
７
，
９
６
１

万
円（
19
・
５
％
）、
総
務
費
が
19
億
６
，
４
４

５
万
円（
12
・
８
％
）、
続
い
て
土
木
費（
12
・

８
％
）、
公
債
費（
７
％
）の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

歳
出
総
額
を
、
平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の

人
口
３
９
，
２
６
１
人
で
割
る
と
、
町
民
一
人

当
た
り
39
万
２
０
９
円
が
使
わ
れ
た
計
算
に
な

り
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
、
平
成
25
年
度
の
主
な
事
業

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

教育費

土木費 公債費

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金

な
ど
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
平
成
25
年
度

決
算
に
つ
い
て
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
端
数
調
整
の
た
め
、
内
訳
と
グ
ラ
フ
の
数
値
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

161億9，466万円
平成25年度

一般会計

歳入
一般会計

歳出 （前年度比４億3,803万円増）
153億2，000万円

（前年度比４億6,477万円増）

平成25年度一般会計で町民一人当たりに

使われたお金　39万209円

その他の内訳

諸支出金　　　8億　420万円

商工費　　　　2億7,585万円

議会費　　　　1億2,820万円

労働費　　　　　　 471万円

町の貯金と借金（一般会計）

貯　金
（基金残高）平成25年度末

借　金
（町債残高）平成25年度末

40億3,726万円

142億4,817万円

平成25年度町民一人当たり
に換算した町税収入

10万2,831円

36万2,909円

10万994円（円未満四捨五入）

民生費
39億8,161万円

26.0%

民生費
39億8,161万円

26.0%

土木費
19億6,195万円

12.8%

土木費
19億6,195万円

12.8%

公債費
10億7,538万円

7.0%

公債費
10億7,538万円

7.0%

総務費
19億6,445万円

12.8%

総務費
19億6,445万円

12.8%

教育費
29億7,961万円

19.5%

教育費
29億7,961万円

19.5%

衛生費
9億6,948万円

6.3%

衛生費
9億6,948万円

6.3%

問 

財
政
課　

財
政
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

　

一
般
会
計
の
決
算
の
状
況

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

が
１
６
１
億
９
，
４
６
６
万
円
、
歳
出
が
１
５

３
億
２
，
０
０
０
万
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を

差
し
引
く
と
８
億
７
，
４
６
６
万
円
の
黒
字
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
１
億
２
，
２
９
６
万

円
は
平
成
26
年
度
に
繰
り
越
し
て
行
う
事
業
費

に
充
て
る
た
め
、
実
際
は
７
億
５
，
１
７
０
万

円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
末
に
比
べ
、
町
の
貯
金
で
あ
る
基
金

は
２
億
８
，
０
８
４
万
円
増
加
し
て
40
億
３
，

７
２
６
万
円
に
な
り
ま
し
た
が
、
借
金
で
あ
る

町
債
は
大
型
の
事
業
も
あ
り
、
21
億
７
，
２
６

２
万
円
増
加
し
て
１
４
２
億
４
，
８
１
７
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

■
歳
入

　

歳
入
は
、
町
税
や
使
用
料
な
ど
町
独
自
で
確

保
す
る
「
自
主
財
源
」
と
、
地
方
交
付
税
や
国

県
支
出
金
、
町
債
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　
「
自
主
財
源
」
は
全
体
の
51
・
８
％
で
、
主

な
も
の
は
町
税
63
億
３
，
４
０
７
万
円
、
繰
越

金
９
億
１
３
９
万
円
、
財
産
収
入
３
億
５
，
１

９
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
「
依
存
財
源
」
は
全
体
の
48
・
２
％
で
、
町

債
30
億
８
，
８
２
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
23
億

４
，
６
５
４
万
円
、
県
支
出
金
11
億
８
，
７
５

１
万
円
、
地
方
交
付
税
５
億
５
，
０
８
６
万
円

な
ど
で
す
。

町民一人当たり

町民一人当たり

その他（依存財源）の内訳

地方特例交付金　　　　　　 3,151万円
自動車取得税交付金　　　　 1,847万円
ゴルフ場利用税交付金　　　 1,646万円
交通安全対策特別交付金　　　 987万円
利子割交付金　　　　　　　　 902万円
配当割交付金　　　　　　　　 877万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 307万円
株式等譲渡所得割交付金　　　 181万円

その他（自主財源）の内訳

諸収入　　　　　　6,536万円

寄附金　　　　　　　277万円

町税
63億3,407万円

39.1%

町税
63億3,407万円

39.1%

地方交付税
5億5,086万円
3.4%

町債
30億8,820万円

19.1%

町債
30億8,820万円

19.1%

県支出金
11億8,751万円

7.3%

県支出金
11億8,751万円

7.3%

地方譲与税
1億7,580万円
1.1%

地方消費税交付金
3億5,684万円
2.2%

国庫支出金
23億4,654万円

14.5%

その他（依存財源）
9,898万円
0.6%

その他（自主財源）
6,813万円
0.4%

繰越金
9億139万円
5.6%

繰越金
9億139万円
5.6%

使用料・手数料
1億4,424万円
0.9%

財産収入
3億5,190万円
2.2%

分担金・負担金
3億2,669万円
2.0%

繰入金
2億6,351万円
1.6%

自主財源
83億8,993万円
 51.8%

自主財源
83億8,993万円
 51.8%

依存財源
78億473万円
48.2%

依存財源
78億473万円
48.2%

町の貯金と

貯　
（基金残

40億

1
町民町民一

平成25年度
換算

3

（町債残

142億
町民町民町民一

借　金
（町債残

※町税収入のうち、個人町民税と固定資産税（土地・家屋）
を人口で割ったものです。

消防費
5億8,125万円

3.8%
農林水産業費
5億9,331万円

3.9%

その他
12億1,296万円

7.9%

５０，０３５円５０，０３５円

２４，６９３円２４，６９３円

３０，８９５円３０，８９５円１５，１１２円

４９，９７２円４９，９７２円

１０１，４１４円１０１，４１４円

２７，３９１円

７５，８９２円７５，８９２円

１４，８０５円

固定資産税 　　　37億　　7万円58.4%
　　うち土地 　　 8億2,194万円
　　うち家屋 　　13億3,549万円
　　うち償却資産 15億1,125万円
　　うち交付金 　　　 3,139万円
個人町民税 　　　18億　769万円28.5%
法人町民税 　　　 4億　427万円 6.4%
町たばこ税 　　　 3億4,213万円 5.4%
軽自動車税 　　　　　 7,991万円 1.3%

決算

（

1
町町

借
（

(　　　　　　　　　)
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整
備
な
ど
に
７
，
０
３
５
万
円
を
支
出

ま
し
た
。

•
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
整
備

工
事
費
と
し
て
２
億
５
４
９
万
円
を
支

出
し
ま
し
た
。

　

諸
支
出
金

•
菊
陽
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
伴
う

債
務
補
償
費
と
し
て
、
８
億
４
２
０
万

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　

商
工
費

•
商
工
・
観
光
振
興
に
３
，
９
８
４
万
円
、

企
業
誘
致
対
策
に
２
億
３
，
６
０
１
万

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　　

民
生
費

•
社
会
福
祉
、
老
人
福
祉
、
障
が
い
者
福

祉
、
児
童
福
祉
、
児
童
手
当
、
ひ
と
り

親
家
庭
・
寡
婦
対
策
、
保
育
所（
私
立

を
含
む
）の
運
営
な
ど
に
31
億
７
，
５

７
９
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

•
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
２
億
２
８

３
万
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
２
億

７
，
０
９
７
万
円
を
繰
り
出
し
、
後
期

高
齢
者
医
療
対
策
と
し
て
、
菊
池
広
域

連
合
へ
の
負
担
金
と
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
を
合
わ
せ
て
３
億
３
，
２
０
２
万

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　

教
育
費

•
菊
陽
中
部
小
学
校
改
築
事
業
や
菊
陽
中

学
校
増
築
・
改

修
事
業
な
ど
の

各
小
中
学
校
の

施
設
整
備
、
外

国
青
年
招
致
事

業
、
幼
児
教
育

な
ど
に
27
億
１
，

４
６
６
万
円
を

支
出
し
ま
し
た
。

•
図
書
館
や
生
涯
学
習
施
設
の
運
営
、
生

涯
学
習
、
青
少
年
育
成
、
文
化
振
興
、

人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
、
社
会
体
育

　

に
２
億
６
，
４
９
５
万
円
を
支
出
し
ま

し
た
。

　

総
務
費

•
各
地
区
施
設（
放
送
施
設
、
街
灯
な
ど
）

　

の
整
備
、
交
通
安
全
対
策
、
防
犯
灯
の

設
置
、
町
内
巡
回

バ
ス
の
運
行
、
電

算
シ
ス
テ
ム
の
運

用
、
基
金
の
積
み

立
て
、
土
地
取
得

特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
な
ど
に
17
億

３
，
２
６
７
万
円

を
支
出
し
ま
し
た
。

•
光
の
森
町
民
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
２
億

３
，
１
７
８
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　

土
木
費

•
道
路
新
設
改
良
事
業
、
町
道
・
公
園
・

町
営
住
宅
の
維
持
管
理
な
ど
に
７
億
８
，

１
１
３
万
円
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

４
億
６
，
２
６
７
万
円
、
鼻
ぐ
り
井
手

公
園
用
地
を
購
入
す
る
た
め
土
地
購
入

費
と
し
て
１
億
４
，
５
７
０
万
円
を
支

出
し
、
下
水
道
事
業
会
計
へ
公
共
分
と

し
て
４
億
２
，
０
７
４
万
円
を
繰
り
出

し
ま
し
た
。

•
町
営
光
団
地
の
建
築
工
事
費
と
し
て
、

１
億
５
，
１
７
０
万
円
を
支
出
し
ま
し

た
。

　

衛
生
費

•
保
健
衛
生
対
策
と
し
て
子
ど
も
医
療
費

助
成
、
予
防
接

種
な
ど
、
保
健

事
業
と
し
て
健

康
相
談
、
集
団

検
診
な
ど
、
環

境
衛
生
や
清
掃

費
な
ど
に
７
億

１
，
７
６
９
万

円
を
支
出
し
ま

し
た
。

•
ご
み
処
理
の
負
担
金
と
し
て
菊
池
環
境

保
全
組
合
に
２
億
１
，
５
５
９
万
円
を

支
出
し
、
し
尿
処
理
の
負
担
金
と
し
て

菊
池
広
域
連
合
に
３
，
６
２
０
万
円
を

支
出
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費

•
農
業
の
振
興
、
農
道
や
水
路
な
ど
の
整

備
、
町
有
林
の
管
理
な
ど
に
５
億
３
，

２
０
３
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

•
下
水
道
事
業
会
計
へ
農
業
集
落
排
水
分

と
し
て
６
，
１
２
８
万
円
を
繰
り
出
し

ま
し
た
。

　

消
防
費

•
菊
池
広
域
連
合
へ
の
負
担
金
と
し
て
３

億
５
４
１
万
円
を
支
出
し
、
消
防
団
活

動
や
防
火
水
槽
、
各
地
区
消
防
施
設
の

　

平
成
25
年
度
決
算
に
基
づ
く
「
健
全
化

判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足
比
率
」
を
算

定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
比
率
か
ら
地
方
公

共
団
体
の
財
政
状
況
悪
化
の
様
子
を
と
ら

え
、
早
い
う
ち
か
ら
健
全
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

■
健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
❶
〜
❹
の
４

つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
主

に
地
方
公
共
団
体
の
標
準
的
な
状
態
で
収

入
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
財
源
で
あ
る

「
標
準
財
政
規
模（
平
成
25
年
度
は
約
82
億

円
）」
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

い
ず
れ
の
指
標
も
、
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
っ
て
い
て
、
本
町
の
財
政
は
比
較

的
健
全
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

❶
実
質
赤
字
比
率 

　

一
般
会
計
等（
下
記
対
象
範
囲
参
照
）の

実
質
赤
字
の
比
率
を
い
い
ま
す
。
当
年
度

は
約
７
億
５
千
万
円
の
実
質
黒
字
と
な
っ

た
た
め
、
実
質
赤
字
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❷
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
に
加
え
、
公
営
事
業
会
計

と
公
営
企
業
会
計（
下
記
対
象
範
囲
参
照
）

を
連
結
し
た
実
質
赤
字
の
比
率
で
す
。
当

年
度
は
い
ず
れ
の
特
別
会
計
も
実
質
黒
字

で
あ
り
、
連
結
で
約
10
億
７
千
万
円
の
実

質
黒
字
と
な
っ
た
た
め
、
連
結
実
質
赤
字

比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❸
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
等
の
公
債
費
に
、
一
般
会
計

が
実
質
的
に
負
担
し
た
そ
の
他
の
特
別
会

計
の
公
債
費
な
ど
を
加
え
た
実
質
的
な
公

債
費
の
比
率
を
い
い
ま
す
。
当
年
度
は

10
・
４
％
に
な
り
ま
し
た
。

❹
将
来
負
担
比
率

　

地
方
債
残
高
や
将
来
支
払
う
可
能
性
の

あ
る
そ
の
他
の
負
担
の
比
率
を
い
い
ま
す
。

当
年
度
は
23
・
６
％
に
な
り
ま
し
た
。

※４つの指標のうち、いずれかが早期健全化基準以上の場合は
「早期健全化団体」とされ、財政健全化計画を、３つの指標
のうち、いずれかが財政再生基準以上の場合は「財政再生団
体」とされ、財政再生計画を定めなければなりません。
※「－」の表示は、赤字額がないため「数値なし」となったも
のです。

健全化判断比率 菊陽町 早期健全化基準 財政再生基準

健全化判断比率・資金不足比率の対象範囲

※資金不足比率が経営健全化基準以上の場合は「経
営健全化団体」とされ、経営健全化計画を定めな
ければなりません。
※「－」の表示は、赤字額がないため「数値なし」と
なったものです。

資金不足比率 菊陽町 経営健全化基準

下水道事業会計 20.00%

│

会計等の名称 健全化判断比率

連
結
実
質
赤
字
比
率 実

質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

一般会計
等

公営事業
会計

公営企業
会計

一部事務
組合・広
域連合

資金不足比率

実
質
赤
字
比
率

一般会計

土地取得特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

下水道事業会計

菊池広域連合

菊池環境保全組合

大津菊陽水道企業団

熊本県市町村総合事務組合

熊本県後期高齢者医療広域連合

特別会計 　一般会計の他、４つの特別会計の決算
は次のとおりです。

土地取得特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

町
の
財
政
は
健
全
な
状
態

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

■資金不足比率
　公営企業の資金不足を料金収入などの規
模と比較したものです。下水道事業会計は
実質黒字になったため、資金不足比率はあ
りません。

平
成
25
年
度
の
主
な
事
業
内
容

❶実質赤字比率

❷連結実質赤字比率

❸実質公債費比率

❹将来負担比率

│
│

10.4%

23.6%

13.70%

18.70%

25.0%

350.0%

20.00%

30.00%

35.0%

監査委員の審査意見
　本町監査委員から決算などの審査の結果、
「審査に付された各指標と算定の基礎とな
る事項を記載した書類は、審査を行った範
囲では、いずれも適正に作成されているも
のと認められる。また今回審査した各指標
を見る限り、本町の財政状況は健全段階に
あるといえる」と意見がありました。

※千円以下切り捨て

歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出

3億1,937万円
3億1,937万円
37億5,436万円
35億9,679万円
19億4,967万円
18億7,970万円
2億9,680万円
2億8,718万円
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■
確
定
申
告
が
必
要
な
人　

○
給
与
所
得
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）で
、

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い

る
人

○
給
与
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
を
超

え
て
い
る
人

○
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
譲
渡
所
得

な
ど
が
あ
る
人

○
給
与
の
収
入
が
２
，
０
０
０
万
円
を
超

え
る
人

■
町
県
民
税
申
告
が
必
要
な
人

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
菊
陽
町
に

住
民
票
が
あ
り
、
次
に
当
て
は
ま
る
人

○
平
成
26
年
中
に
所
得
税
は
か
か
ら
な
い

が
、
何
ら
か
の
収
入
が
あ
っ
た
人

○
平
成
26
年
中
に
収
入
は
な
い
が
、
町
県

民
税
の
各
種
証
明
書
が
必
要
な
人

※

確
定
申
告
を
税
務
署
へ
提
出
す
る
人
・

給
与
所
得
だ
け
で
職
場
の
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
人
、
町
内
に
住
所
の
あ
る

親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人
は
除
き

ま
す
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の

❶
収
入
・
経
費
に
つ
い
て

○
源
泉
徴
収
票
、
支
払
証
明
書（
原
本
）

○
農
業
、
営
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が

あ
る
人
は
収
支
内
訳
書（
収
入
金
額
と

必
要
経
費
を
記
載
し
た
も
の
）

❷
控
除
に
つ
い
て

○
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収

書（
国
民
健
康
保
険
・
任
意
継
続
保
険
・

国
民
年
金
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
な
ど
）

○
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書（
生
命
・

介
護
・
地
震
保
険
、
個
人
年
金
な
ど
）

○
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書

○
医
療
費
控
除
関
係（
領
収
書（
原
本
）・

高
額
医
療
費
、
保
険
会
社
な
ど
の
給
付

金
額
が
分
か
る
も
の
）

※

申
告
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
領
収

書
の
金
額
を
家
族
ご
と
に
集
計
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

領
収
書（
原
本
）は
税
務
署
へ
提
出
し
ま

す
。
返
送
を
希
望
す
る
人
は
返
信
用
の

封
筒
と
切
手
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
前
回
の
申
告
書
の
控
え（
持
っ
て
い
る

人
）

❸
そ
の
他

○
印
鑑（
認
め
印
で
可
）

○
本
人
の
口
座
番
号
が
分
か
る
通
帳
な
ど

■
菊
陽
町
の
会
場
で
受
け
ら
れ
な
い
申
告

　

確
定
申
告
を
す
る
人
の
う
ち
、
次
に
当

て
は
ま
る
人
は
菊
池
税
務
署
で
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得

○
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
な
ど

○
土
地
・
建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得　
　

○
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
初
め
て
申
告
す
る
人

○
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告　

○
準
確
定
申
告（
平
成
26
年
中
に
亡
く

な
っ
た
人
の
申
告
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
人

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
人
で
納
付
確
認
書
が

必
要
な
人
は
、
健
康
・
保
険
課
と
介
護
保

険
課
の
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。
身
分
証
を

持
参
し
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
郵
送

を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

問
健
康
・
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
係

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

【
介
護
保
険
料
】

問
介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係

☎（
２
３
２
）２
５
０
８

２
月
16
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）

確
定
申
告
・
町
県
民
税
申
告

平
成
26
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
２
月
16
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）で
す
。

例
年
、
申
告
期
限
前
は
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
な
人
は
必
要
書

類
な
ど
を
事
前
に
確
認
し
、
余
裕
を
持
っ
て
早
め
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定

申
告
期
間
中
、
役
場
で
は
町
県
民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問 
【
確
定
申
告
】
菊
池
税
務
署　

☎
０
９
６
８（
２
５
）２
１
２
１（
自
動
音
声
案
内
）

問 

【
町
県
民
税
】
税
務
課　

住
民
税
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１　
　
　
　
　
　
　

■申告日程（税務署）

■菊池税務署案内図

■公的年金収入のある人の確定申告について
　公的年金などの収入金額の合計額が400万円以下で、公
的年金などに係る雑所得以外の所得金額が20万円以下で
ある場合には、所得税について確定申告をする必要はあり
ません。
　ただし、この場合でも
❶所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する
必要があります。
❷住民税の申告が必要な場合があります。

■確定申告書の作成は国税庁のホームページでできます
　確定申告書は国税庁ホームページの「確定申告書等作成
コーナー」で作成することができます。作成した申告書の
データはｅ-Ｔａｘを利用し、自宅から税務署に送信できます。
印刷した申告書は税務署に郵送などで提出することもでき
ます。

■自宅からネットが便利「申告・納税 ｅ‒Ｔａｘ」
　「国税電子申告・納税システム（ｅ‒Ｔａｘ）」はインター
ネットを利用して❶所得税、法人税・地方法人税、贈与税、
消費税、地方消費税、酒税、印紙税の申告❷全ての国税の
納税❸納税証明書の交付請求、法定調書の提出などの申
請・届け出ができます。電子署名を必要としない一部の手
続など（納税、メッセージボックスの確認、利用者情報の
登録・確認・変更など）は、スマートフォンなどでも利用
できます。

■問い合わせ
　菊池税務署
　☎0968（25）2121　※自動音声案内

菊池税務署からのお知らせ

325

菊池川菊池川

菊池警察署  

中央
公民館 

キャニオン

ＪＡ 

菊池
市役所 

菊池市商工会

菊池
文化会館 

至菊池渓谷→ 

↓至大津町 

隈府小 

● ● 

● 

● 

● 

● 
菊池南
中学校

● ● 

● 

セブン
イレブン ● 

菊池
税務署 

２/16（月）～３/16（月）
（土・日を除く）
午前９時～午後４時

菊池税務署
〒861-1393
菊池市隈府874番地1
☎0968（25）2121

日時 申告内容場所

全ての所得税
申告
個人事業主の
消費税

※混雑を避けるため、行政区ごとに受付日（午前・午後）を指定して
います。できるだけ、住んでいる行政区の指定された日に申告し
てください。混み合う場合がありますので、時間に余裕を持って
お越しください。

確定申告・町県民税申告の日程

期日 場所
受付地区

午前
９時～11時

午後
１時～４時

■確定申告書の第二表「住民税に関する事項」
　これは、住民税を課税する上で重要な項目です。次に当
てはまる人は必ず記入をお願いします。
○16歳未満の扶養親族がいる人
○別居の控除対象配偶者・扶養親族がいる人
○配当所得や株式等譲渡所得があり住民税が源泉徴収され
ている人
○住民税の寄付金税額控除を受ける人
○給与・公的年金などに係る所得とそれ以外の所得がある人
○（日本国内に）非居住の期間があり、その期間に生じた国
内源泉所得がある人

■申告に必要な障害者控除対象者認定の申請
　65歳以上の要介護認定者は、介護保険課交付の「障害
者控除対象者認定書」で障害者控除を受けることができま
す（身体障害者手帳などで控除を受ける人は当てはまりま
せん）。対象者には介護保険課で「障害者控除対象者認定
書」を発行しています。詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ
　介護保険課　介護保険係
　☎（232）2508

２月16日(月）
17日（火）
18日（水）
19日（木）
20日（金）
23日（月）
24日（火）
25日（水）
26日（木）
27日（金）

３月２日（月）
３日（火）
４日（水）
５日（木）
６日（金）
９日（月）
10日（火）
11日（水）
12日（木）

上中代・出分
川久保・下原
曲手・辛川

あさひヶ丘・津久礼ヶ丘
宮ノ上・ひばりヶ丘
緑ヶ丘

鉄砲小路・長塚

戸次・馬場楠
津留・大堀木
井口・道明
上津久礼
下津久礼
緑陽台

新町・南方

三里木・三里木北
新山・北新山・境の松
杉並台・青葉台・新成
東ヶ丘・沖野

光の森１町内～７町内
武蔵ヶ丘１町内～４町内
武蔵ヶ丘５町内～８町内
八久保・南八久保・にじの森
花立・南花立・向陽台

中代

入道水・柳水・馬場

中尾・光団地・駅前・古閑原

東部町民
センター

三里木町民
センター

武蔵ヶ丘
コミュニティ
センター
（武蔵ヶ丘
中学校隣）

役場２階
大会議室
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平
成
27
年
度
保
育
所
入
所
申
込
者
を
対
象
に
面
接
を
行
い
ま
す
。
個
別
に
面
接
の
お

知
ら
せ
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
下
表
を
確
認
し
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

子
育
て
支
援
課　

保
育
所
係　

☎（
２
３
２
）２
２
０
２

平
成
27
年
度
保
育
所
入
所
の
面
接
を
行
い
ま
す

問 

建
設
課　

管
理
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
５

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■面接日

保育所 面接日時 面接場所

※申し込みは１世帯１戸限りです。■募集する町営住宅

中代

中代

中代

中代

光

４－１

14－２

19－２

26－２

５棟101

51.8

54.1

54.1

54.1

49.8

Ｓ53

Ｓ56

Ｓ59

Ｓ61

H23

簡易耐火 平屋建

簡易耐火 平屋建

簡易耐火 平屋建

簡易耐火 平屋建

木造 平屋建

8,000～15,700

9,000～17,700

9,800～19,200

10,300～20,200

18,600～36,600

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

３ＤＫ

２ＤＫ

久保田829番地

久保田829番地

久保田829番地

久保田829番地

原水846番地

菊陽中部小学校
菊陽中学校
菊陽中部小学校
菊陽中学校
菊陽中部小学校
菊陽中学校
菊陽中部小学校
菊陽中学校
菊陽北小学校
菊陽中学校

間取 面積（㎡） 月額家賃（円） 建設年度 構造 学校区住宅名 部屋番号 所在地

■収入基準

※裁量階層…身体障がい者や小学校未就学児がいる
場合、全員が60歳以上の場合など

○収入の算出方法
収入（月額）＝（入居しようとする世帯全員の年間
　　　　　　 総所得金額ー控除額）÷12カ月

○控除額

月額
所得 158,000円以下 214,000円以下

原則階層 裁量階層（※）

種類 控除額

同居者控除

（非同居者）扶養控除

老人扶養控除

特定扶養親族控除

一般障害者控除

特別障害者控除

寡婦・寡夫控除

３８万円

３８万円

１０万円

２５万円

２７万円

４０万円

２７万円以内

■
面
接
日
時
・
場
所

　

第
１
希
望
の
保
育
所（
下
表
参
照
）

■
対
象
者　

父
母
い
ず
れ
か

※

面
接
で
は
提
出
書
類
を
も
と
に
家
庭
状

況
を
確
認
し
ま
す
。
家
庭
状
況
を
説
明

で
き
る
人
で
あ
れ
ば
同
居
の
親
族
な
ど

で
も
可
能
で
す
。
入
所
希
望
児
童
同
伴

で
の
出
席
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

■
面
接
に
必
要
な
書
類（
未
提
出
の
場
合
）

保
育
を
必
要
と
す
る
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
書
類（
両
親
分
）

•
就
労
・
就
労
予
定
証
明
書（
会
社
員
、

パ
ー
ト
な
ど
）

•
自
営
業
従
事
申
立
書
、
農
業
従
事
申
立

書（
自
営
業
、
農
業
）

•
母
子
手
帳
の
表
紙
と
出
産
予
定
日
が
分

か
る
ペ
ー
ジ
の
写
し
な
ど（
出
産
な
ど
）

•
病
状
、
保
育
が
で
き
な
い
期
間
が
記
載

さ
れ
た
診
断
書
な
ど（
疾
病
・
介
護
な

ど
）

■
保
育
料
算
定
の
た
め
に
必
要
な
書
類

平
成
26
年
１
月
１
日
に
町
外
に
住
民
票

が
あ
る
場
合（
両
親
分
）

•
平
成
26
年
度
住
民
税
課
税
証
明
書

※

両
親
分
の
課
税
証
明
書
は
調
整
控
除
を

除
き
、
税
額
控
除
適
用
前
の
市
町
村
民

税
所
得
割
額
が
記
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
面
接
日
に
出
席
で
き
な
い
場
合

•
日
時　

１
月
28
日（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

•
場
所　

子
育
て
支
援
課

※

必
ず
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
入
所
の
決
定　

　

保
育
の
必
要
度
が
高
い
順
に
入
所
選
考

（
決
定
）を
行
い
ま
す
。
選
考
の
結
果
、
希

望
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
場
合
や
保
育

実
施
期
間
の
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

なかよし園

白菊園

白鈴園

みどり園

さくら園

武蔵ヶ丘第一保育園

武蔵ヶ丘第二保育園

光の森キャロット保育園

こうのとり保育園

優貴保育園

元気の森ラビット保育園

三里木保育園

（仮称）津久礼ケ丘保育園

（仮称）げんき保育園

もみじ園

１月７日（水）　 午前９時～午前11時

１月８日（木） 　午前９時30分～正午

１月９日（金） 　午前９時30分～正午

１月13日（火）　 午前９時～正午

１月14日（水）　 午前９時～正午

１月15日（木） 　午前９時30分～午前11時

１月15日（木） 　午後１時30分～午後３時

１月16日（金）　 午前９時～正午

１月19日（月） 　午前９時～正午

１月20日（火） 　午前９時～正午

１月21日（水） 　午前９時～正午、午後１時～午後２時

１月22日（木） 　午前９時～正午

１月23日（金）　 午前９時～正午、午後１時～午後３時

１月26日（月） 　午前９時～正午

１月27日（火） 　午前９時～午前11時

なかよし園

白菊園

白鈴園

みどり園

さくら園

武蔵ヶ丘第一保育園

武蔵ヶ丘第二保育園

光の森キャロット保育園

こうのとり保育園

優貴保育園

元気の森ラビット保育園

三里木保育園

役場大会議室

役場大会議室

もみじ園

■
受
付
期
間　

１
月
６
日（
火
）〜
１
月
15
日（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
公
開
抽
選
会

２
月
３
日（
火
）　

午
前
９
時
〜

■
抽
選
会
場

建
設
課
前
会
議
室（
役
場
別
館
２
階
）

■
入
居
時
期　

３
月
上
旬
頃

■
申
込
資
格　

　

次
の
全
て
を
満
た
す
人

❶
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
人

❷
市
町
村
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

❸
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

（
１
人
で
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
が
、
条

件
に
よ
っ
て
は
入
居
で
き
ま
す
）

❹
世
帯
の
収
入
が
収
入
基
準（
左
上
表
）内

で
あ
る
こ
と

❺
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
こ
と

❻
世
帯
に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ
と

■
必
要
書
類　

❶
町
営
住
宅
入
居
申
込
書

（
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）

❷
住
民
票
謄
本（
入
居
予
定
者
全
員
分
の

本
籍
、
続
柄
記
載
）

❸
平
成
26
年
度
市
町
村
県
民
税（
所
得
・

課
税
）証
明
書（
入
居
予
定
者
全
員
分
の

所
得
が
分
か
る
書
類
）

❹
滞
納
の
な
い
証
明
書

（
入
居
予
定
者
で
課
税
対
象
者
全
員
分
）

❺
そ
の
他
証
明
書

（
婚
約
証
明
書
、
障
害
者
手
帳
の
写
し

な
ど
）

■
申
込
方
法

　

必
要
書
類
な
ど
を
そ
ろ
え
て
、
建
設
課

管
理
係
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
武

蔵
ヶ
丘
支
所
で
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
）。

■
入
居
決
定
後
の
手
続
き

　

入
居
決
定
後
、
原
則
と
し
て
10
日
以
内

（
町
が
指
定
す
る
日
ま
で
）に
、
次
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
敷
金（
家
賃
３
カ
月
分
相
当
額
）の
納
付

❷
町
が
適
当
と
認
め
る
連
帯
保
証
人
１
人

が
連
署
し
た
請
書（
契
約
書
）な
ど
の
提

出

※

正
当
な
理
由
が
な
く
、
期
間
内
に
入
居

の
手
続
き
を
し
な
い
場
合
、
入
居
決
定

は
取
り
消
し
ま
す
。

平成26年１月１日に本町に住
民票がある場合、平成26年分
源泉徴収票と平成26年分所得
税確定申告書の写しは提出の
必要がありません。ただし、
家庭状況によっては後日書類
の提出をお願いする場合があ
ります。
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菊
陽
南
小
学
校
区
に
転
入
・
転
居
す
る

子
育
て
世
帯
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

問 

都
市
計
画
課　

都
市
計
画
係　

☎（
２
３
２
）４
９
２
７

■
交
付
期
限　
　

平
成
30
年
９
月
30
日

■
対
象
地
区　

戸
次
区
、
馬
場
楠
区
、
曲

手
区
、
辛
川
区
、
井
口
区
、
道
明
区

■
対
象
者

　

次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

•
対
象
期
間
中
、
対
象
地
区
内
に
転
入
ま

た
は
転
居
し
、
３
年
以
上
居
住
す
る
人

•
新
た
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
、

小
学
生
以
下
の
３
親
等
以
内
の
扶
養
親

族
か
妊
娠
中
の
２
親
等
以
内
の
親
族
と

同
居
す
る
人（※

）

•
申
請
者
と
小
学
生
以
下
の
扶
養
親
族
か

妊
娠
中
の
親
族
が
、
過
去
３
年
以
上
対

象
地
区
外
に
住
所
が
あ
る
人

•
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
な
ど

※

住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
な
い
場
合
、

小
学
生
以
下
の
３
親
等
以
内
の
扶
養
親

族
と
同
居
す
る
人
。

■
補
助
金
額

❶
住
宅
を
新
築
し
た
人　
　

１
０
０
万
円

　

中
古
住
宅
を
購
入
し
た
人　
　

50
万
円

❷
❶
の
人
の
加
算
金

小
学
生
以
下
の
扶
養
親
族
１
人
当
た
り

20
万
円

❸
❶
以
外
の
転
入
ま
た
は
転
居
し
た
人

小
学
生
以
下
の
扶
養
親
族
１
人
当
た
り

10
万
円

■
交
付
時
期

•
交
付
決
定
日
か
ら
３
カ
月
以
内　

　

❶
の
半
額
＋
❷
の
全
額
、
❸
の
全
額

•
交
付
決
定
日
か
ら
３
年
後

　

❶
の
残
り
半
額

■
申
請
期
限　

住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入

し
た
日（
❸
の
人
は
転
入
ま
た
は
転
居

し
た
日
）か
ら
６
カ
月
以
内

■
必
要
書
類

•
申
請
書
、
誓
約
書

•
転
入
ま
た
は
転
居
後
の
住
民
票
謄
本

　
（
続
柄
記
載
） 

•
申
請
者
と
小
学
生
以
下
の
扶
養
親
族
と

妊
娠
中
の
親
族
の
戸
籍
の
附
票

•
前
年
度
の
納
税
証
明
書（
世
帯
全
員
分
）

•
そ
の
他
、
対
象
要
件
を
証
明
す
る
書
類

　

例
：
母
子
健
康
手
帳
・
建
築
請
負
契
約

書
な
ど
の
写
し

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
外
在
住
の
お
知
り
合
い
の
人
な
ど
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

町
は
菊
陽
南
小
学
校
区
へ
の
子
育
て
世
帯
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
対
象

地
区
内
に
転
入
ま
た
は
転
居
す
る
人
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）と
は
腎
障
害
や

腎
機
能
の
低
下
が
続
く
状
態
の
こ
と
で
す
。

日
本
人
の
８
人
に
１
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
推
計

さ
れ
、
身
近
な
病
気
で
す
。
む
く
み
、
だ

る
さ
、
吐
き
気
、
食
欲
不
振
な
ど
の
症
状

が
現
れ
た
時
に
は
既
に
病
気
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
放
置
し
て

い
る
と
末
期
腎
不
全
に
陥
り
、
人
工
透
析

が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
進

行
を
抑
え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
健
診
な
ど
で
尿
検
査（
尿
た

ん
ぱ
く※

１
）や
血
液
検
査（
ク
レ
ア
チ
ニ

ン※

２
）を
定
期
的
に
受
け
て
腎
臓
の
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※

１　

腎
臓
の
毛
細
血
管
が
も
ろ
く
な
る

と
尿
中
た
ん
ぱ
く
が
出
現
す
る
。

※

２　

血
液
中
の
老
廃
物
。

腎
臓
の
役
割

❶
血
液
を
ろ
過
し
て
老
廃
物
を
尿
と
し
て

体
外
に
排
出
し
ま
す
。

❷
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

❸
体
内
の
水
分
・
塩
分
・
体
液
量
な
ど
を

調
節
し
ま
す
。

❹
骨
・
血
圧
・
血
液
を
正
常
に
保
つ
ホ
ル

モ
ン
を
分
泌
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
と
密
接
に
関
係

　

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
肥
満
・
脂
質
異
常

症
な
ど
は
腎
臓
に
負
担
を
掛
け
ま
す
。

　

腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
続
け
る
と
心

臓
・
血
管
に
負
担
が
掛
か
り
、
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
な
ど
に
つ
な
が
り
ま

す
。

初
期
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
気
付
い
た
時
に
は
既
に
末
期
腎
不
全
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
、
人
工
透
析
や
腎
移
植
が
必
要
に

な
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
危
険
も
高
ま
り
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
知
り
、
し
っ
か
り

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

腎
臓
に
や
さ
し
い
生
活
習
慣
を

❶
適
度
な
運
動
を
定
期
的
に
行
う

❷
排
尿
を
我
慢
せ
ず
、
水
分
は
過
不
足
な

く
取
る

❸
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す
る

❹
睡
眠
や
休
息
を
取
り
、
疲
れ
を
た
め
な

い
❺
お
酒
は
適
量
を
守
り
、
た
ば
こ
は
吸
わ

な
い

❻
体
を
清
潔
に
し
、
感
染
症
を
予
防
す
る

❼
必
要
以
上
に
薬
を
服
用
し
な
い

腎
臓
を
い
た
わ
る
食
生
活

•
１
日
３
５
０
㌘
〜
４
０
０
㌘（
小
鉢
６

皿
程
度
）を
目
安
に
野
菜
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

•
主
食
＋
主
菜
＋
副
菜
を
基
本
と
し
た
ス

タ
イ
ル
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま

し
ょ
う
。

知
っ
て
防
ご
う
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

ＣＫＤの定義
　ア、イのどちらか、
または両方が３カ月
以上続く状態

ア　腎臓のろ過機能
が正常の60％未
満である
イ　尿検査で尿たん
ぱく陽性が慢性的
に続く

手軽に野菜プラス一品レシピ
小松菜の煮びたし（136㌔㌍ 塩分0.8㌘）

■材料
小松菜…１袋（150㌘）
油あげ…１枚
しめじ…１袋
　（白だし…大さじ1/2Ａ
　 水…100cc

はたちの献血
～はたちのあなたに救える命～

　献血者が減少しがちな冬は、輸血用血液が不
足しやすい季節です。みんなで献血の輪を広げ
ましょう！献血・成分献血にご協力ください。

けんけつちゃん

副菜 主菜 副菜

主食 汁物

糖分・塩分・
脂肪分の取りすぎ
に注意しましょう。

競争入札参加資格審査申請（指名願い申請）を受け付けます
町が発注する建設工事や業務委託、物品購入、役務の提供などに関する平成27・28年度
の指名願い申請を受け付けます。

■申請期間
　２月１日（日）～３月２日（月）（最終日の消印有効）

■有効期間・対象事業者
❶定期申請（平成27・28年度）
•平成27年４月１日～平成29年３月31日の２年間
•県内建設工事事業者（熊本県内に主たる事業所（本社）
を有する者）
❷追加申請（平成27年度）
•平成27年４月１日～平成28年３月31日の１年間
ア　県外建設工事事業者（熊本県外に主たる事業所（本
社）を有する者）
イ　測量・建設コンサルタントなどの事業者
ウ　物品購入、役務の提供などの事業者
※イ・ウは熊本県内・県外を問いません。
※❶定期申請と❷追加申請で有効期間が違いますので、
ご注意ください。

■申請方法
　町ホームページにある様式一式をダウンロードし、郵
送で財政課まで提出してください。
※持参もできますが、この場合は預かりのみになります
（土・日・祝日を除く）。
※封筒に「入札参加資格申請書」と朱書きで記入してく
ださい。

■注意事項
　平成26・27年度の定期申請をした❷の対象事業者は
今回の追加申請をする必要はありません。各事業者が
持っている受付番号をご確認ください。
　詳しくは町ホームページで確認するかお問い合わせく
ださい。

■申し込み・問い合わせ　〒869-1192（住所不要）
　菊陽町役場　財政課　管財係　☎（232）2111

手のひらの
大きさの量

卵１個
魚１切れ

薄切り肉
３～４枚

主菜は１食につき50㌘が目安

■作り方
❶小松菜、しめじを食べやすい長さに切る
❷油揚げをさっと湯を通して千切りにする
❸材料を鍋に入れ、Ａのだしで煮びたしに
する

ポイント ふたをしないで煮ると彩りがきれいになります。

献血に協力を
お願いします！
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第
４
期
菊
陽
町
障
が
い
福
祉
計
画（
平

成
27
年
度
〜
平
成
29
年
度
）の
素
案
に
対

す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

１
月
９
日（
金
）〜
２
月
９
日（
月
）

■
提
出
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

❶
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
❷
町
内
に
通
学

ま
た
は
通
勤
す
る
人
❸
町
内
に
事
務
所
ま

た
は
事
業
所
が
あ
る
人
❹
町
内
で
活
動
す

る
個
人
や
法
人
❺
町
に
納
税
し
て
い
る
人

❻
こ
の
案
件
に
利
害
関
係
が
あ
る
人

■
提
出
方
法　

福
祉
課
や
武
蔵
ヶ
丘
支
所
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
用
紙
を
持
参
、

ま
た
は
郵
送（
〒
８
６
９

－

１
１
９
２（
住

所
不
要
）福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
）、
Ｆ
Ａ

Ｘ（
２
３
２
）４
９
２
３
、
電
子
メ
ー
ル

(fukushi@
tow
n.kikuyo.lg.jp)

の
い
ず

れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

素
案
は
福
祉
課
や
武
蔵
ヶ
丘
支
所
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

■
意
見
の
取
り
扱
い
・
公
表

　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
参
考
に
し
、
個
別

の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。
意
見
は
個
人
情
報

を
除
き
、
概
要
や
町
の
考
え
方
を
後
日
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

菊
陽
町
障
が
い
福
祉
計
画（
素
案
）へ
の
意
見
を

募
集
し
ま
す問 

福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

　

町
は
「
第
５
期
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画（
平
成
28
年
度
〜
平
成
32
年
度
）」
を
策

定
中
で
す
。
そ
こ
に
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
行
い
ま
す
。
１
月
中
旬
ご
ろ
調
査
票
を

送
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

　

18
歳
以
上
の
町
民
か
ら
４
，
５
０
０
人

を
無
作
為
に
選
ん
で
い
ま
す
。

※

無
作
為
抽
出
の
た
め
、
同
一
世
帯
に
複

数
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■
提
出
方
法

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
し
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　

２
月
６
日（
金
）

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

　今回は介護をテーマとした講演会を行います。ひとり
介護、老老介護、在宅介護など、誰にも起こり得る課題
を一緒に考えましょう。
　皆さんのご来場をお待ちしています。

■日時　１月31日（土）　午後１時開場
　　　　午後１時30分～午後３時40分
■場所　菊陽町図書館ホール（親子室あり）
■内容
　午後１時30分　オープニングアトラクション
　午後２時５分 　寸劇
　午後２時25分　講演

「ひとりで悩まない介護
　 ～介護も男女共同参画で～」

※車で来場するときは、第 2・3 駐車場をご利用くださ
い。

■問い合わせ
　総務課　男女共同参画推進係
　☎（232）5536

よかつれフェスタ2015～
ひと

女と
ひと

男で築く いきいき菊陽～
町は男女が社会のあらゆる分野で平等に参画し、家庭・地域・職場で対等の
パートナーとして、共に幸せを実感できる社会を目指しています。

Profile

講師　
しょうの　　しげ こ

生野　繁子さん

●主な経歴
　鹿児島県出身。現在、九州看護福祉大学大学院看護福祉学
研究科看護学専攻長・教授。社会的活動として日本看護福祉
学会理事。日本老年看護学会評議員。熊本県介護保険審査会
委員。玉名市男女共同参画審議会会長。荒尾市・菊池市男女
共同参画審議会委員。

 

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

問 

町
民
課　

年
金
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４

国
民
年
金
と
は

　

国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
時
や
い
ざ

と
い
う
と
き
の
生
活
を
現
役
世
代
み
ん
な

で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。
若
い
と
き
に
国
民
年
金
に
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

•
60
歳
〜
65
歳
に
な
っ
た
と
き

　
（
老
齢
年
金
）

•
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

（
障
害
年
金
）

•
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

　
（
遺
族
年
金
）

※

必
要
な
手
続
き
を
行
わ
ず
、
未
納
の
ま

ま
だ
と
こ
れ
ら
の
年
金
が
受
け
取
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
日
本
年
金
機

構
が
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届

書
」
を
送
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

町
民
課
か
熊
本
西
年
金
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き

❶
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学

の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
学
生
が
対
象
で

す
。

❷
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人
が
対
象
で

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

※

❶
❷
の
申
請
は
原
則
、
毎
年
度
必
要
で

す
。

■
申
請
方
法

　

町
民
課
や
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
る
申
請
書
を
町
民
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
は

❶
❷
で
違
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
は
20
歳
〜
60
歳
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
運

営
す
る
た
め
安
定
し
て
い
て
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
り
保
障
さ
れ
ま
す
。

「キャロッピー号」年末年始の
運行を一部変更します

年末年始は「キャロッピー号」を含む公共交通
機関の運行が一部変更になります。

キャロッピー号
　図書館が休館中、キャロッピー号は図書館内には入り
ません。図書館入口付近に「臨時バス停」を設置します。
■期間
　平成26年12月28日（日）～平成27年１月３日（土）
■内容
　南部線を除き通常どおり運行し
ますが、全便、図書館入口付近の
「臨時バス停」に停車します。

路線バス
　路線バスや高速バス、快速バスも変更になります。詳
しくはバス事業者にお問い合わせください。
■問い合わせ
　総合政策課　総合政策係　☎(232）2112
　産交バス　大津営業所　　☎(293）3151
　電鉄バス　辻久保営業所　☎(242）4300

平成27年は国勢調査の年です。調査員登録を
希望する人はご連絡ください。

国勢調査とは
　国勢調査は、国の最も基本的な統計調査として、人口
や世帯の実態を明らかにするために５年ごとに行われる
重要な調査です。
■期間　平成27年10月１日前後の２～３カ月間
■調査範囲　１調査区または２調査区を担当
　　　　　　（１調査区は60世帯～90世帯）
■報酬　３万５千円～７万５千円程度
　　　　（調査件数や担当調査区数で変動します）
■調査員の登録要件
　次の全てに当てはまる人
•町内在住の満20歳以上75歳未満の人
•健康上、調査活動に支障のない人
•税務、警察、選挙活動に直接関係のない人
•調査に関する秘密が守れる人
■募集人員　170人
■問い合わせ
　総合政策課　総合政策係　☎(232）2112

国勢調査の調査員を募集します
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町職員の給与や職員数、勤務条件などの概要を平成26年４月１日現在で公表します。
詳細版は菊陽町ホームページに掲載しています。

菊陽町の給与・定員管理などを公表します
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広げよう！動物愛護の輪
動物愛護推進活動

▲大勢の人が迷子札の作成やペットの悩み相談をしました

　県獣医師会大津支部と県動物愛護推進員による「動
物愛護推進活動」が11月８日、すぎなみフェスタ内
で行われました。
　これは動物の愛護と適正な飼育の普及啓発を図るこ
とを目的としたものです。会場にはペットのお悩み相
談窓口や手作り迷子札の作成コーナー、動物クイズラ
リーなどが設けられました。訪れた大勢の家族連れな
どは楽しみながら動物の愛護などについて理解を深め
ていました。

思いやりの心を育む
人権の花運動で風船飛ばす

　菊陽西小学校が11月17日、学校で育てた「人権の
花」の種を紙風船に付けて同校の運動場で一斉に飛ば
しました。これは児童が協力しながら花の種と球根な
どを育てることで協力することや感謝することの大切
さを学び、優しく思いやりの心を育むことが目的。５
年生の

こばやししゅんた

小林春太さんは「大切に育てた花の種なので大
切に育ててほしいです」と話していました。花の種を
付けた風船は空高く飛んでいき、翌日には高知県四万
十市から「風船が飛んできた」と連絡がありました。

▲種とメッセージを付けた風船を一斉に飛ばす西小児童

生垣でつながる学生と住民
第33回鉄砲小路生垣せん定作業

▲生垣をきれいに刈りそろえる東海大学農学部の学生

　東海大学農学部の学生24人が11月９日、鉄砲小路
区で地元住民と約４㌔の生垣のせん定作業をしました。
これは「緑の会」と鉄砲小路区の住民が年１回行って
いる交流事業。この事業は生垣保存の重要性を伝える
ために昭和57年から東海大学の故

　と　だ よしひろ

戸田義宏教授を中
心に始まりました。
　東海大４年生で緑の会代表の

みやもとかず き

宮本和輝さんは「生垣
のせん定をとおして、これからも地元の皆さんと交流
を深めていきたい」と話していました。

熊本の地下水を学ぶ
白川中流域地下水啓発講座

　財団法人肥後の水とみどりの愛護基金などの主催の
白川中流域地下水啓発講座が６月８日～11月16日に
かけて菊陽町と大津町で全６回開催され、延372人が
参加しました。
　最終開催日は

おお た ぐろただかつ

大田黒忠勝さん（大津町）が11月16日、
菊陽町杉並木公園管理センターで「農を守って水を守
る」と題して講話を行いました。大田黒さんは平成
13年から作付け前のにんじん畑に水を張る湛水農法
を実践してきた農家です。白川の水はミネラルに富み、
水を張ることで農薬を使わず、化学肥料などの使用を
３分の１以下に抑えても、良質のにんじんが生産でき
たことなどを解説しました。また、近年の米の価格低
迷が農家の意欲を削ぎ、そのことが熊本地域への地下
水資源の減少に繋がるのではないかと話していました。
【水田湛水事業による平成25年度の推定

かん

涵養量】
菊陽町：約661万立方㍍
大津町：約949万立方㍍
※１日の減水深を平均10㌢として算出しています。

▲熱心に講話に聴き入る参加者

▲世界の水飲み比べコーナー

じょろろ～ん！魅力的な「わにわに」
山口マオさん「版画ワークショップ・講演会」

　絵本作家でイラストレーターの
やまぐち

山口マオさんが11
月15日、図書館ホールで版画ワークショップと講演
会を行いました。山口さんは

こ かぜ

小風さちさんと共作の絵
本「わにわに」シリーズの製作者。これは力強い版画
で描かれた魅力的な緑色のワニ「わにわに」のいろん
な日常が詰まった絵本で、子どもたちから大人気です。
　版画ワークショップでは子どもと保護者計22人が
版画作りを楽しみました。山口さんは版画の線の書き
方や彫刻刀の使い方などを丁寧に教えていました。
　中部小４年の

はまだきょうすけ

濵田恭輔さんは「彫るのは大変だけど
楽しい。アドバイスを生かして頑張ろうと思う」と夢
中で彫っていました。参加者は思い思いの好きなイラ
ストで版画を作り、出来栄えに大満足の様子でした。
　講演会では山口さんが絵本「わにわに」シリーズの
製作秘話を説明。山口さんは「『わにわにのおふろ』
でわにわにがお風呂に豪快に飛び込むページは、小風
さんの原稿では『じょろろ～ん』の１文だけでした。
イメージを膨らませて版画にしています」などと絵本
が出来上がるまでの過程を楽しく語っていました。

1親子に版画の作り方を教え
る山口マオさん（中央）2「う
まくできた！」3子どもたち
が丁寧に作った版画。それ
ぞれの個性が光る4ワーク
ショップに参加した子どもた
ちと山口マオさん

11

33

4422

防災力の向上
災害時における地図製品等の供給等に関する協定

▲株式会社ゼンリンと協定を結んだ菊陽町

　菊陽町は株式会社ゼンリンと「災害時における地図
製品等の供給等に関する協定」を11月21日、菊陽町
役場で締結しました。
　この協定は防災力の向上を図ることが目的。菊陽町
で災害などが発生したときに即時に住宅地図が利用で
き、平常時から防災に関する情報交換を行うことで防
災・減災に貢献する地図の作成を検討します。今後も
町民が安全で安心な生活ができるよう、災害に強いま
ちづくりを進めていきます。
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卒業制作の額縁に
菊陽町地域婦人会「武蔵ヶ丘中にバザー収益寄贈」
　菊陽町地域婦人会（

いわ ね ゆ み こ

岩根裕美子会長）は12月３日、
武蔵ヶ丘中学校へすぎなみフェスタ2014のバザーで
得た収益の一部を寄贈しました。

いわしたあきひこ

岩下昭彦校長は「生
徒の思いが詰まった卒業制作の額縁に使わせてもらい
ます。婦人会の協力があって実現できました。本当に
うれしい」と感謝。生徒は「製作した40人みんなの
彫りをそろえたり周りを紙やすりで削って木版に入れ
込んだりすることが大変でした。卒業後もずっと学校
に残るので丁寧に作り上げました」と話しました。

▲思いが詰まった卒業制作を囲む岩下校長と婦人会

菊陽町から宇宙へ
ナカヤマ精密株式会社が宇宙開発の一翼を担う

▲打ち上げの様子を見守る
なかやましんいち

中山愼一社長（前列左から２番目）

　小惑星探査機「はやぶさ２」搭載のＨ２Ａロケット
26号が12月３日、種子島宇宙センターから打ち上げ
られました。町の誘致企業であるナカヤマ精密株式会
社（原水）は同機のエンジンノズル（噴射口）の作成に携
わりました。これは機体姿勢を制御する非常に重要な
部品で、帰還予定の2020年まで、電力を賄う太陽光
パネルの向きの修正や小惑星での物質採取など重要な
役割を担います。今回の打ち上げと部品加工の様子は
テレビ番組でも放送され、大きな注目を集めました。

「楽しい」が成長の秘けつ
スペシャルオリンピックス２０１４福岡

▲「大会も緊張しなかった」という眞鍋光さん

▲こつこつと練習を続けている白石大輔さん

一流のジャズを堪能
菊陽町図書館ホール芸術文化公演

　菊陽町図書館ホール芸術文化公演「トランスコンチ
ネンタルデュオ with デビッド・マシューズ アジア
ントリオ」が11月23日、菊陽町図書館ホールで開催
されました。
　公演では、国際的に活躍するロシアンギターとフ
ルートの２人組の演奏家「トランスコンチネンタル
デュオ」をメインに、ジャズを中心とした一流の音楽
が披露されました。ゲストとして国内外から５人の国
際的なジャズ奏者が集結。特に、グラミー賞受賞の音
楽家でジャズ界の世界的巨匠デビッド・マシューズさ
んの演奏するステージに聴衆は聴き入り、あふれんば
かりの大きな拍手を送っていました。
　１年ほど前まで大津町を拠点に音楽活動をしていた
マシューズさんは「熊本で演奏できてうれしい。機会
があればまた図書館ホールで演奏したい」と感激した
様子で話していました。
　公演後はサイン会が行われ、出演した演奏家全員が
一人一人に誠実に応じ、来場者は演奏家との夢のよう
なひとときを楽しんでいました。

▲大勢の来場者を魅了したステージ

▲和やかに行われたサイン会

力合わせて門松作り
西小のおやじ委員会「門松作り」

▲西小校門に立派な門松を立てたおやじ委員会

　菊陽西小学校のおやじ委員会（
いしはらとしろう

石原稔郎委員長）が
12月７日、同校の校門に門松を立てました。
　この日は委員10人と教頭の

　は　ね　だ ゆういち

羽根田祐一さんが参加
して造園業を営むＯＢ

その だ ひであき

園田秀明さんの指導で制作。
まえ

前
むらきみのり

村公徳さん（新山）の山で竹を切り出し、玄関前で作業
をしました。竹を切ったり割ったりと手際よく作業が
進み、高さ240㌢、210㌢、180㌢の３本の竹を組み
合わせ、梅や松、南天、葉牡丹、マンリョウを植え、
高さ３㍍弱の立派な門松が完成しました。

農産物の販路拡大を目指す
第３回九州食の展示商談会

　九州食の展示商談会が11月19日・20日、グラン
メッセ熊本（益城町）で開催され、町内の若手農業者５
人がそれぞれの農産物を出展しました。
　これは九州各県の農業者や商工業者が農産物や加工
品を出展し、卸業者や飲食店など全国から訪れた仕入
れ責任者と直接商談をするものです。出展した若手農
業者は交渉の中でそれぞれの農産物の特徴などを説明。
訪れた仕入れ責任者の話を聞くことで、どのような商
品が求められているのかを勉強していました。

▲仕入れ責任者と商談する若手農業者（左）

　スペシャルオリンピックス２０１４福岡が11月１
日～３日、福岡県内各所で行われ、

ま なべひかる

眞鍋光さん（あさ
ひヶ丘）が体操で銅メダルに、

しらいしだいすけ

白石大輔さん（光の森３
町内）が卓球で銀メダルに輝きました。スペシャルオ
リンピックスは知的障がいのある人に年間を通してス
ポーツトレーニングと成果を発表する場の競技会を提
供する国際的なスポーツ組織です。
　７歳から体操を始め、「他のアスリートやコーチと
の交流が楽しかった」と当時を振り返る眞鍋光さん。
大会では、親元から離れて競技に挑むため「成長でき
る良い機会」と母・

かず よ

和代さんは光さんを優しく見つめ
ます。光さんは「銅メダルがとれてうれしい。これか
らも体操を続けたい」と意欲を燃やしていました。
　白石大輔さんは卓球歴約10年で仕事の合間に週２
日の練習を続けています。「まじめで努力家。だい
ちゃんが頑張るから私も頑張ろうと思う」と卓球仲間
は笑顔。白石さんは「スマッシュが決まったときは本
当にうれしい。目標は金メダルをとること。もっと技
術を高めたい」と話していました。
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I N F O R M A T I O N ※費用が掲載されていないものは無料となっています。 情 報 掲 示 板
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☎（
３
３
３
）２
２
９
４

　

平
成
27
年
度
で
開
所
40
周
年
を
迎

え
る
菊
池
少
年
自
然
の
家
の
サ
ブ

ネ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
方
法

　

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢

（
学
校
、
学
年
な
ど
）、
電
話
番
号
、

サ
ブ
ネ
ー
ム（
ふ
り
が
な
）、
サ
ブ

ネ
ー
ム
の
由
来
・
説
明
を
記
入
し
、

郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
選
定
時
、
サ
ブ
ネ
ー
ム
を
一
部
変

　

今
冬
も
電
力
需
給
が
厳
し
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
３
月
31
日（
火
）

ま
で
の
平
日（
午
前
８
時
〜
午
後
９

時
）は
で
き
る
限
り
の
節
電
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

九
州
電
力
大
津
営
業
所　

　
　

☎
０
１
２
０（
９
８
６
）６
０
２

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
や
短

大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、

外
国
の
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
時

や
在
学
中
に
掛
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

以
内
を
固
定
金
利
年
２
・
35
％（
平

成
26
年
10
月
10
日
現
在
）で
利
用
で

き
ま
す
。
在
学
期
間
中
は
利
息
だ
け

返
済
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

☎（
0
5
7
0
）0
0
8
6
5
6

▼
試
験
日　

２
月
14
日（
土
）

▼
試
験
場
所　

熊
本
市

▼
種
類　

甲
種
、
乙
種（
１
〜
６
種
）、

丙
種

▼
日
時　

１
月
22
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

内
田　

早
苗
さ
ん

▼
費
用　

１
，
０
０
０
円

▼
定
員　

８
人（
先
着
順
）

▼
持
参
物　

エ
プ
ロ
ン

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　

☎（
２
３
２
）３
８
０
３

　

作
り
方
を
学
ん
で
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
先
生
に
な
ろ
う
！

▼
日
時　

２
月
８
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

中
央
公
民
館

▼
対
象
者　

町
内
在
住
の
小
学
４
年

〜
中
学
生

▼
費
用　

５
０
０
円

▼
定
員　

20
人
程
度

▼
申
込
期
限　

１
月
14
日（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

▼
日
時　

２
月
10
日（
火
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

　

高
精
度
筋
量
計
フ
ィ
ジ
オ
ン
を
使

用
し
た
筋
量
測
定
、
体
力
測
定
、

健
康
運
動
指
導
士
の
ア
ド
バ
イ
ス 

▼
対
象
者　

昭
和
24
年
４
月
１
日
ま

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

１
月
31
日（
土
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

〒
８
６
１

－

１
４
４
１

　

菊
池
市
原
４
８
８
５

－

５

　

菊
池
少
年
自
然
の
家

　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kikusyo@
hitodukuri.com

☎
０
９
６
８（
２
７
）０
０
６
６

▼
日
時　

１
月
18
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時 

▼
集
合
場
所　

宇
城
市
三
角
支
所

▼
費
用　

保
険
料
・
資
料
代
５
０
０

円（
小
学
生
３
０
０
円
、
幼
児
１

０
０
円
）

▼
定
員　

40
人

▼
申
込
方
法

　
「
第
９
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験

教
室
申
し
込
み
」、
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
を
記
載
し
、❶

は
が
き
❷
F
A
X
❸
電
子
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
先

❶
〒
８
６
２

-

８
５
７
０（
住
所
不

要
）
熊
本
県
森
林
保
全
課

❷
フ
ァ
ッ
ク
ス（
３
８
５
）６
２
４
７

❸
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shinrinhozen@
pref.kum

am
o

to.lg.jp

▼
申
込
期
限　
１
月
14
日（
水
）（
必
着
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
森
林
保
全
課

☎（
３
３
３
）２
４
５
０

•
町
内
会
の
集
会
・
旅
行
な
ど
へ
の

寸
志
・
飲
食
物
の
差
し
入
れ

•
落
成
式
・
開
店
祝
な
ど
の
花
輪

•
病
気
見
舞

•
お
歳
暮
・
お
年
賀

•
入
学
祝
・
卒
業
祝

•
葬
儀
の
花
輪
・
供
花

•
秘
書
な
ど
が
代
理
で
出
席
す
る
場

合
の
葬
儀
の
香
典

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

　

２
月
１
日
現
在
で
「
２
０
１
５
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る

調
査
で
す
。
１
月
下
旬
か
ら
調
査
員

証
を
持
つ
調
査
員
が
農
林
業
者
を
伺

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係

　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係

　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

▼
日
時　

１
月
24
日（
土
）

　

午
後
0
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
場
所　

J
A
菊
池
農
業
総
合
情
報

セ
ン
タ
ー
「
パ
シ
オ
ン
」

▼
内
容　

•
基
調
講
演
「
く
ら
し
の
中
で
生
き

る
力
を
は
ぐ
く
む
健
口
食
育
」

　

長
崎
県
南
島
原
市
立
口
之
津
小
学

校　

福
田
泰
三
教
諭

•
事
例
発
表
報
告
❶「
何
が
何
で
も

自
分
で
作
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
弁
当
」

菊
陽
中
学
校　

甲
斐
真
弓
教
諭
、

津
山
あ
ゆ
み
教
諭

•
事
例
発
表
報
告
❷「
食
農
教
育
ま

ん
ま
キ
ッ
ズ
の
あ
ゆ
み
」

　

J
A
菊
池　

福
島
基
広
さ
ん
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

J
A
菊
池
総
務
部
実
行
委
員
会
事

務
局☎

０
９
６
８（
２
３
）３
５
０
０

▼
日
時　

２
月
４
日（
水
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
場
所

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

▼
内
容　

基
調
講
演
「
投
資
信
託
・

Ｅ
Ｔ
Ｆ
・
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
」

内
山　

貴
博（
内
山
Ｆ
Ｐ
総
合
事

務
所
㈱
代
表
取
締
役
）、「
金
融
経

▼
日
時　

２
月
５
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所

　

菊
陽
杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

精
神
障
が
い
の
あ
る
人
の

体
験
談
の
発
表
、
医
師
の
講
演

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

　

役
場
の
正
面
玄
関
横
に
設
置
し
た

電
気
自
動
車（
E
V
）普
通
充
電
装
置

が
12
月
15
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
こ
の
E
V
充
電
装
置
は
電

気
自
動
車
の
普
及
に
向
け
た
取
り
組

み
の
一
環
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
使
用
日
時　

平
日（
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
）

　
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
使
用
時
間　

１
時
間
／
１
回

▼
使
用
方
法　

充
電
装
置
を
使
う
前

に
、
総
合
政
策
課
で
届
出
書
に
住

所
、
氏
名
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
番
号
な
ど
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

運
転
免
許
証
で
本
人
確
認
を
行
い
、

鍵
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
普
通
充
電
装
置　

２
０
０
Ｖ

済
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
石

毛　

宏（
帝
京
大
学
経
済
学
部
教

授
）な
ど

▼
定
員　

１
５
０
人

▼
問
い
合
わ
せ

　

九
州
財
務
局
総
務
部
財
務
広
報
相

談
室　
　

☎（
３
５
３
）６
３
５
１

　

平
成
27
年
・
28
年
度
に
行
う
工
事
・

委
託
業
務
・
物
品
そ
の
他
役
務
の
提

供
に
係
る
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る

人
は
一
般
競
争
入
札（
指
名
競
争
）参

加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
菊
池
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
郵
送
に
よ
る
受
付
期
間　

　

２
月
１
日（
日
）〜
２
月
28
日（
土
）

（
消
印
有
効
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
池
広
域
連
合
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
８（
３
８
）０
１
７
１

　

４
月
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

が
変
わ
り
ま
す
。
事
業
主
に
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
す
る
説
明
や

相
談
窓
口
の
設
置
、
明
示
な
ど
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
パ
ー
ト
労
働
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
で
確
認
す
る
か
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　
　
　
　

☎（
３
５
２
）３
８
６
５

菊
池
少
年
自
然
の
家

サ
ブ
ネ
ー
ム
募
集

「
家
庭
の
日
」あ
っ
た
か

家
族
コ
ン
ク
ー
ル

森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室

「
三
角
岳
」

贈
ら
な
い
！
求
め
な
い
！

受
け
取
ら
な
い
！

お
祝

菊
陽
町
精
神

保
健
福
祉
の
集
い

ベ
ビ
ー
＆

マ
ミ
ー
ビ
ク
ス

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の

先
生
に
な
ろ
う

●
試　
　

験
●

危
険
物
取
扱
者
試
験
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禁止
　です!

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

が
変
わ
り
ま
す



■問い合わせ　図書館☎（２３２）０４０４　　図書館ホール☎（２３２）７７５６　　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ/ｈｐ/

菊陽町図書館だより

ほんの森ほんの森
開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日）
　　　　　特別整理期間（年1回）

みんなで楽しむ　おはなし会
場所：おはなしのへや

☆主催者の都合で内容が変更する場合があります。
☆図書館駐車場が満車の時は、隣接する公園の駐車場を
ご利用ください。

☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成27年８月分のホール使用の調整会議（抽選会）を、平成27年２月
11日（水）の午前９時30分から図書館ホールで行います。
認め印を持参し、時間までに集まってください。

●
相　
　

談
●

年
金
出
張
相
談
所

無
料
民
事
調
停

相
談
会

本の「使い方」
「そうだ京都、行こう。」の20年
守一のいる場所
マッチの気もち

はっきりわかる現代サイエンスの常識事典　文成美堂出版編集部／編
現代サイエンスが理解できます。今までの理論・技
術の経緯から最先端・未来展望まで解説！

深海8000ｍに挑んだ町工場　山岡淳一郎／著
発案者は衰退する町工場の経営者たち。四位一体で
深海無人探査機「江戸っ子１号」が具現化されました。

工学部ヒラノ教授の青春　今野浩／著
ヒラノ青年の博士号取得を巡る格闘と博士号がな
かったために不運な一生を送った父親の物語。

出口治明／〔著〕
ウェッジ／編
熊谷守一／著

安野光雅／え・ぶん

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１･２水曜日　午前11時～11時30分
　（１月 7・14日、２月４・11日）

★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～５時30分
　（１月８・15・22・29日）

★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２･４日曜日　午後２時～２時30分
　（１月 11・25日、２月８・22日）

★あかちゃんと楽しむわらべうた（図書館職員）
　日時　１月28日（水）
　　　　❶午前10時30分～午前11時
　　　　　（６カ月未満児対象）
　　　　❷午前11時～午前11時30分
　　　　　（６カ月～１歳未満児対象）

菊陽町図書館ホール　１月の催し 〈平成26年12月４日現在予定分〉

日  曜 開場 開演 終演 入場方法 対象者催し物 主催者

11

25

31

菊陽町成人式

熊本市民吹奏楽団団内アンサンブル大会

よかつれフェスタ2015 無料

関係者のみ

関係者のみ

どなたでも

日

日

土

9:10

13:00

10:00

お問い合わせください

13:30

12:00

15:40

生涯学習課　☎（232）4917

熊本市民吹奏楽団
☎090（2333）3635

総務課　男女共同参画推進係
☎（232）5536

ホールでの催しを楽しんでもらうために

❶飲食・喫煙はできません
　舞台や客席での飲食・喫煙は固くお断りします。飲食物
の持ち込みもできません。飲食・喫煙は指定された場所で
お願いします。
❷携帯電話の使用
　携帯電話は電源を切るかマナーモードへの設定をお願い

します。特にコンサートなどに来場する時は必ず電源を切っ
てください。もちろん客席での携帯電話の使用はできません。
❸録音・録画
　催しによっては録音や録画、写真撮影などが禁止の場合
があります。主催者の許可なく録音・録画などはしないで
ください。

新しく届いた本

● 図書館ホールからのお願い ●

　

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
、
再
就

職
を
目
指
す
人
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
６
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア
10
階
会
議
室
７

▼
定
員　

30
人

※
託
児
の
必
要
な
人
は
１
月
23
日

（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー　
　

☎（
３
５
１
）０
５
０
０

▼
内
容

　

情
報
処
理
技
術
習
得
訓
練
２
年
間

▼
場
所　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー（
益
城
町
）

▼
応
募
資
格

　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
を
し
、
高
校

卒
業（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）と
同

等
以
上
の
能
力
が
あ
り
、
特
別
な

介
助
を
必
要
と
し
な
い
人
な
ど

▼
費
用　

　

１
年
目
：
約
３
万
３
千
円

　

２
年
目
：
約
２
万
円

▼
定
員　

10
人

▼
申
込
期
限　

１
月
21
日（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

☎（
３
７
８
）０
１
２
１

 

❶
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
習
得
科

▼
訓
練
期
間

　

３
月
４
日（
水
）〜
５
月
29
日（
金
）

▼
訓
練
場
所　

山
鹿
市

▼
募
集
期
間

　

１
月
20
日（
火
）〜
２
月
３
日（
火
）

❷
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
実
践
科

▼
訓
練
期
間

　

２
月
25
日（
水
）〜
６
月
24
日（
水
）

▼
訓
練
場
所　

大
津
町

▼
募
集
期
限　

１
月
16
日（
金
）

❸
工
場
管
理
技
術
科
・
組
込
マ
イ
コ

ン
技
術
科

▼
訓
練
場
所　

合
志
市

▼
募
集
期
間

　

１
月
５
日（
月
）〜
１
月
29
日（
木
）

▼
募
集
期
間

　

３
月
３
日（
火
）〜
８
月
28
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８（
２
４
）８
６
２
５

　

放
送
大
学
は
４
月
入
学
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。
テ
レ
ビ
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
な
ど
幅
広
く
学
べ
ま
す
。

無
料
で
資
料
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
限　

３
月
20
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎（
３
４
１
）０
８
６
０

 　

年
金
相
談
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
わ
り
ま
す
。
本
人
確
認

を
行
い
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
待
ち
時
間
が
長
時
間
に
及
ぶ
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
必
ず
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
21
日（
水
）、
２
月
18

日（
水
）、
３
月
18
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

大
津
町
役
場

※
熊
本
市
や
菊
池
市
に
も
開
設
所
が

あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
津
町
役
場　

住
民
課

　

☎（
２
９
３
）３
１
１
２

　

菊
陽
町
役
場　

町
民
課

　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４

　

民
事
調
停
の
手
続
き
と
利
用
方
法

に
つ
い
て
裁
判
所
の
調
停
員
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
25
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▼
場
所　

　

大
津
町
オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ

▼
内
容　

多
重
債
務
、
家
賃
や
敷
金

の
問
題
、
慰
謝
料
請
求
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
民
事
調
停
協
会

☎（
３
２
５
）２
１
２
１

仕
事
と
子
育
て

両
立
応
援
セ
ミ
ナ
ー

職
業
訓
練
コ
ー
ス

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
訓
練
生

放
送
大
学

４
月
生
募
集

選挙事務に従事する人を事前登録で募集します

▼申込方法　総務課や町ホームページにある登録申込書に必
要事項を記入し必要書類（履歴書など）を添付して持参また
は郵送で申し込んでください。
※直接持参する人は、その時に面接を行いますので事前にご
連絡ください。郵送する人の面接は後日行います。

▼申込期限　１月30日（金）（土・日・祝日を除く）

▼注意事項　
•事前登録の募集です。

•応募時に簡単な面接を行います。
•選挙が行われる日程が決まり次第、登録した人の中から選
考を行い、正式に採用します。
•従事できない場合があります。
•従事前に事務内容の説明（研修）を行うことがあります。

▼申し込み・問い合わせ
　〒869-1192（住所不要）
　菊陽町選挙管理委員会　☎（232）2111

選挙事務補助

期日前事務補助

期日前投票立会人

職種

菊陽町役場

勤務先 勤務時間

午前８時30分～
午後５時15分

午前８時30分～
午後５時15分

午前８時30分～
午後８時

日給：
5,520 円

日給：
5,520 円

日額：
１万1,700 円

選挙準備のための事務補助

期日前投票の受付事務補助

期日前投票に立ち会い、
選挙が公正に行われてい
るかを確認する

資格 仕事内容賃金など

20歳以上の人（パソ
コンの基本的な操作
ができる人）

20歳以上の人

菊陽町に住所がある
20歳代の人（学生可）

　図書館ホールではさまざまな催しが開催されていて、そのたびに多くの人が来場します。全ての来場者が心ゆくまでそのひ
とときを楽しむためには、お互いの心遣いも必要です。ホールに来場するときは次のことにご注意ください。
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子育てひろば子育てひろば子育てひろば

ミニキャロットくらぶ
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）☎（２３３）００９８
 元気っこくらぶ

菊陽町地域子育て支援センター

（元気の森ラビット保育園内）☎（２８８）５８０８

～菊陽町武蔵ヶ丘児童館～
（西部町民センター内）☎（３３８）３４４３

～つどいの広場ぴーす～
（ふれあい交流・福祉支援センター）☎（３３７）６８３０

1月

0歳～就学前の子どもと保護者対象。親子で楽しむ体
験活動や子育て相談など、参加費は無料です。

菊陽町地域子育て支援センター
（白鈴園内）　☎（２３２）４２８０

一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や祝日を除く）
　午前10時～午後４時

育 児 相 談

入園前の親子（0～6歳）・妊婦さんはいつでも参加で
きます（参加費無料）。
※駐車場に限りがありますので乗り合わせでお越しください。

育 児 相 談
気軽にお電話ください。
　月～金曜日（園行事開催日や祝日を除く）
　午前10時～午後５時

園 庭 開 放
町立保育所８園の園庭で遊べます。
けががないようにおうちの人とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や祝日を除く）
　午前９時30分～正午

0歳～就学前の子どもと保護者対象。親子で楽しむ体
験活動や子育て相談など、参加費は無料です。

プログラム

一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や祝日を除く）
　午前10時～午後４時

育 児 相 談

ベビー　
午前9時～午後2時　元気の森ラビット保育園
※１歳未満の活動です。マタニティーもどうぞ♪　

日にち

保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡ください。
　月～土曜日（園行事開催日や祝日を除く）
　午前９時～午後２時

園 庭 開 放

ママの休日　午前１０時～正午

プログラム日にち・場所
【ママの休日】ママの誕生会
１～３月生まれをお祝いしちゃいますよ！
その後はおしゃべり♪楽しんじゃおっ♪

16日（金）
武蔵ヶ丘　　　　　　
コミュニティセンター

お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

プログラム

元気っこ
午前9時～午後2時　元気の森ラビット保育園

日にち

※どの活動も20組限定になりますので、電話予約をお願いし
　ます。
※お誕生会に参加する誕生月の人は、15・23日に誕生カード
　作りをしますので、予約し参加してくださいね。

乳幼児（必ず保護者と一緒にご利用ください）～小学生まで無料で
遊べます。開館時間は、月～土曜日の午前８時30分～午後５時
です（祝日を除く）。

リトルシダーズクラブ　午前１０時～午前１１時３０分

プログラム日にち

ひよこ活動　午前１０時～午前１１時３０分

プログラム日にち

「０歳～入学前の乳幼児とその保護者」リトルシダーズ参加者以
外の人が対象です。どなたでもどうぞ。参加費は無料です。

「２歳以上の幼児とその保護者」が対象です。登録が必要です。

金曜の午後は児童館でおしゃべり！（小学生相談）
午後１時～午後４時30分　小学生おいで！保護者もどうぞ。

【火災予防講習会】どなたでもどうぞ！

【お正月☆遊び】
あけましておめでとう！ことしもラビットをよろしくね♪

【鬼のお面☆作っちゃおっ♪】
のり・はさみ・クレヨン持参で遊びに来てね！

【１月生まれのお誕生会＆豆まき大会！】
誕生会の後は、優しい鬼さんに豆をまこう！お面持参。

15日（木）

８日（木）

29日（木）

28日（水）

【冬のお散歩に Let’s Go！】
元気の森公園に午前10時集合！雨天中止です！

２/５（木）
ハロールーム
○陽だまり（白鈴園）
　月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後２時
　※陽だまりで身体測定ができますので気軽にお越しく
ださい。

　※今月の手遊び…………おもちをパクリ
　　　　　ふれあい遊び…ことりことり
　　　　　絵本・紙芝居…もったいないばあさん
○あいあい（ふれあいの森研修センター）
　火曜日（休日を除く）　午前10時～午後1時

ハローサークル　午前10時～正午
プログラム日にち・場所

７日（水）
老人福祉センター

９日（金）
南部町民センター

【誕生会】
12・１月生まれの子どもで当日参加する人は
予約してください（冠の用意をします）。

【お正月遊びをしよう】
あけましておめでとう！かるたやこま回しな
どお正月遊びを楽しみましょう。

保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡ください。
　月～土曜日（園行事開催日や祝日を除く）
　午前９時～午後２時

園 庭 開 放

キャロットランド　午前１０時～正午

プログラム日にち・場所

お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

【たこを作ってたこ揚げをしましょう！】
管理棟へお越しください。

※どの活動も30組限定になりますので、電話予約をお願いし
　ます。
※お誕生会に参加する誕生月の人は、誕生カード作りがありま
　す。どの活動日でも作れますので、声を掛けてください。

９日（金）

【ラビット特製☆離乳食試食会】
先着10組限定
子どもに合わせて準備します。
１/６（火）午前10時から電話受付予約開始です！

23日（金） 【鬼の帽子作っちゃお♪】
のり・はさみ・クレヨン持参で遊びに来てね！

28日（水）
【おしゃべり♥タイム】
ベビーマッサージも慣れたかな？
ゆっくりおしゃべり楽しんじゃおっ♪

２/12（木） 【ゆっくり♥タイム】
おもちゃで遊ぼう♪ベビーマッサージもありますよ！

プログラム

ベビーキャロット
午前10時～午後2時　光の森キャロット保育園

日にち

【キャロット特製☆離乳食試食会】
先着10組限定
１/６(火)午前10時から電話受付予約開始です！

９日（金）

プログラム
0・1歳 2歳以上

ミニキャロット
午前10時～午後2時　光の森キャロット保育園

日にち

15日（木）

２/３（火） 【豆まき大会☆】
みんなで鬼を追い払いましょう！

おおむね３歳未満の児童と保護者が対象です。いつでも好きな時
間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、お母さん同士で情
報交換したりしてご利用ください。

●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

※駐車場に限りがありますので乗り合わせでお越しください。
※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。

14日（水）　身体測定
15日（木）　祝日振替（要予約15組）
19日（月）　講習会「親子エアロビクス」（要予約20組）
21日（水）　誕生会
※予約は１月５日（月）から受け付けます(電話予約不可)。
※年始は５日（月）から利用できます。

１月のプログラム

親子で骨盤体操　参加者募集
■日　時　１/26（月）午前10時～午前11時
■対象者　町内の乳幼児～小学生の保護者で初参加か２回目参加の人
■申込方法　１/13（火）午前10時から電話で申し込む

９日（木）

13日（火） ８日（木）
【お正月☆遊び】
あけましておめでとう！
ことしもキャロットをよろしくね♪

９日（木）

８日（木）
15日（木）

【お正月遊び】
【たこ作り】準備：手拭きタオル

22日（木）【鬼のお面作り】準備：手拭きタオル
26日（月）【親子で骨盤体操】予約済みの人

２/４（水）
老人福祉センター

【ベビーの日：ふれあいハッピータイム】
１歳未満の乳児とお母さん・妊婦さん対象。
みんなでお話をしながら、情報交換をしませんか。

【育児講座：親子エアロビクス】要予約
講師：吉武　千鶴さん
寒さに負けずに体を動かしてリフレッシュしましょう。
※定員15組。１/13(火)午前10時から電話予約受付開始。

20日（火）
ふれあいの森
　　研修センター

21日（水）
老人福祉センター

【ベビーの日：ふれあいハッピータイム】
1 歳未満の乳児とお母さん・妊婦さん対象。
かわいい鬼のお面を作りませんか。汚れても
いい服装でご参加ください。

【大きい鬼を作ろう】
豆まきに向けて、みんなで大きな鬼を作りま
す。おしぼりを持ってきてください。

【豆まきごっこ】
鬼は外！福は内！新聞ボールで遊びましょう。
鬼のお面を作って春を迎える準備をします。

23日（金）
南部町民センター

28日（水）
三里木町民センター

２/６（金） 【パクパクパペット人形を作って遊びましょう♪】
のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。

20日（火） 22日（木）

【鬼のお面作り】
のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。

【みんなでクッキング♪】
白玉団子を作ってぜんざい会をしましょう！
当日は爪を切って参加しましょう。
エプロン・三角巾をご持参ください。

14日（水）
菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【親子で骨盤体操】予約済みの人26日（月）

【ぜんざい会】準備：手拭きタオル、水筒
親子のおわん、はし（スプーン）16日（金）

【鬼作り】準備：手拭きタオル
鬼は外ー！福は内ー！みんなで作ろう。

19日（月）
21日（水）

【誕生会＆身体測定】おめでとう♪23日（金）

【たこ作り】準備：手拭きタオル14日（水）
【お正月遊び】９日（金）

親子で骨盤体操　参加者募集
■日　時　１/26（月）午前10時～午前11時
■対象者　町内の乳幼児～小学生の保護者で初参加か２回目参加の人
■申込方法　１/13（火）午前10時から電話で申し込む

９日（木）28日（水）【火災予防講習会】消防車も来るよ

【１月生まれのお誕生会＆
　　　　　　大型絵本を見よう】20組
誕生会の後に大型絵本を見て楽しみましょう♪

29日（木）27日（火）

【作って遊ぼう】～たこ作り～
たこ作りをした後は、外でたこ揚げを楽しみ
ます。親子とも、温かい服装で来てください。

14日（水）
ふれあいの森
　　研修センター
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掲載を希望する人は、はが
きか電子メールに「氏名」
「年齢」「住所」「連絡先（昼
間）」を明記し、〒869 -1192
菊陽町役場総合政策課
sogoseisaku@town.kikuyo.
lg.jp までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など２人１組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡します。

菊陽人
りさーち

人 権のひろば
ゆ た か な 心 を は ぐ く む

き
ま
し
た
。
声

を
か
け
な
が
ら

近
づ
き
ま
し
た
。

近
づ
く
ご
と
に
、

ラ
イ
が
死
ん
だ
、

と
い
う
気
持
ち

が
ど
ん
ど
ん
ふ

え
て
き
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
が
目

の
あ
た
り
を
見

る
と
、
目
を
開

け
て
ラ
イ
は
死
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
学
校
で
、

ま
ゆ
さ
ん
と
も
う
一
人
に
ラ
イ
ち
ゃ
ん
が
死
ん

だ
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。
み
ん
な
に
言
っ
た
ら

テ
ン
シ
ョ
ン
が
下
が
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

ぼ
く
が
学
校
か
ら
帰
っ
た
ら
、
ラ
イ
の
す
が
た

は
ど
こ
を
さ
が
し
て
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
お
母
さ
ん
に
電
話
し
て
聞
く
と
、

「
も
う
、
う
め
た
」
と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
も
う
一
度
ラ
イ
ち
ゃ
ん
の

姿
を
見
た
い
で
す
。

　

今
、
こ
の
日
記
を
書
い
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、

初
め
て
こ
う
い
う
体
け
ん
を
し
ま
し
た
。
一
回

ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
が
な
く
な
っ
た
時
が
あ
っ
た

け
ど
、
そ
の
時
は
４
歳
く
ら
い
だ
っ
た
か
ら
、

ま
だ
そ
う
い
う
気
持
ち
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ぼ
く
は
、
ラ
イ
の
こ
と
を
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
天
国
に
行
っ
た
ラ
イ
に
も
、
ぼ
く
の

こ
と
を
わ
す
れ
な
い
で
見
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

◇
外
遊
び
大
好
き
、
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
い
っ

ぱ
い
の
悠
矢
さ
ん
。
こ
の
悲
し
く
辛
い
体
験

を
、
こ
う
し
て
日
記
に
つ
づ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
切
な
「
命
」
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
う
一
歩
と
な
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

短 

歌 

会

短 

歌 

会

子

ども
の目、子どもの声

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎（232）2113

人権
作文シリーズ
【№69】

近
代
で
は
、
治
療
薬
・
プ
ロ
ミ
ン
が
開
発
さ
れ

て
治
る
病
気
に
な
っ
て
か
ら
も
「
無
ら
い
県
運

動
」
で
遺
伝
病
や
伝
染
病
で
あ
る
と
広
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
間
違
っ
た
知
識
と
国
が
主

導
し
た
強
制
隔
離
政
策
で
〝
ハ
ン
セ
ン
病
は
怖

い
病
気
、
う
つ
り
や
す
い
病
気
〞
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
は
長

年
、
い
わ
れ
の
な
い
差
別
や
偏
見
、
重
大
な
人

権
侵
害
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

●「
無
ら
い
県
運
動
」
と
は

　

官
民
を
挙
げ
て
全
て
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を

隔
離
し
療
養
所
に
強
制
収
容
し
た
運
動
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
根
強
い
差
別
・
偏

見
を
助
長
し
ま
し
た
。
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
対

策
は
病
気
の
撲
滅
が
目
的
で
は
な
く
、
患
者
の

絶
滅
を
目
指
し
た
も
の
で
し
た
。

●
私
た
ち
に
で
き
る
、
少
し
の
こ
と

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
エ

イ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
ど
こ
で
か
か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
誰
で

も
患
者
や
そ
の
家
族
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。「
自
分
や
家
族
が
そ
の
人
だ
っ
た
ら…

…

」

と
い
う
意
識
で
日
々
の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
誤
っ
た
知
識
や
偏
見
、
無
責
任
な
う

わ
さ
話
で
人
権
を
侵
害
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

今
日
、
う
ち
の
犬
の
ラ
イ
ト
が
死
に
ま
し
た
。

朝
い
つ
も
通
り
に
学
校
へ
行
こ
う
と
し
て
、
ド

ア
の
前
に
ラ
イ（
ラ
イ
ト
）ち
ゃ
ん
が
ま
だ
ね
て

い
た
の
で
声
を
か
け
ま
し
た
。
で
も
は
ん
の
う

は
な
く
、
ね
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
「
ま

だ
ね
て
い
る
の
は
お
か
し
い
」
と
言
い
、
近
づ

　

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
兄
弟
、
友
達
と
一

生
離
れ
ば
な
れ
に
さ
れ
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。

い
つ
病
気
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
と
、
心

待
ち
に
し
て
い
た
小
学
校
の
入
学
を
反
対
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
好
き
な
人
と
結
婚

し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
授
か
っ
て
も
、
産
ん
で
あ
げ

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
い

ま
す
。
わ
が
子
を
抱
っ
こ
し
て
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
お
父
さ
ん
た
ち
が
い
ま
す
。
人

生
の
貴
重
な
時
間
を
、
い
わ
れ
の
な
い
差
別
や

偏
見
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
人
た
ち
が
大
勢
い

ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
が
受
け
て
き
た

こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
は
怖
い
病
気
、

う
つ
り
や
す
い
病
気
」
と
間
違
っ
た
知
識
を

人
々
の
心
に
深
く
根
付
か
せ
た
「
無
ら
い
県
運

動
」
が
原
因
で
す
。

（
熊
本
県
「
無
ら
い
県
運
動
」
検
証
委
員
会

報
告
書
概
要
版
よ
り
）

●
ハ
ン
セ
ン
病
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
「
ら
い
菌
」
で
起
こ
る
感
染

症
で
す
。
手
足
や
顔
な
ど
の
外
見
の
変
化
や
知

覚
障
害
、
発
汗
障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ら
い
菌
は
感
染
力
が
非
常
に
弱
く
、
抵
抗
力
が

弱
い
乳
幼
児
期
に
た
く
さ
ん
の
菌
に
濃
厚
に
触

れ
な
い
限
り
、
日
常
生
活
で
感
染
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

実
際
に
は
感
染
経
路
が
不
明
な
元
患
者
も
多
い

の
で
す
。
感
染
し
、
発
病
す
る
か
し
な
い
か
は
、

自
己
免
疫
力
の
強
さ
で
決
定
す
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
感
染
し
て
も
発
病
す
る
こ
と
は
ま

れ
で
、
発
病
し
て
も
早
期
発
見
と
適
切
な
治
療

を
行
え
ば
確
実
に
治
り
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
紀
元
前
か
ら
あ
る
病
気
で
、

中
世
で
は
「
天
刑
病
」
や
「
業
病
」
と
さ
れ
、

◇印からの文章は、先生のコメントです。
◆人権啓発標語
　「いじめをなくそう　いえいえ、いじめが無いのはあたり前」　菊陽中学校　3年　

おお た ぐろ

大田黒　
な　な

奈那

「
犬
が
死
ん
だ
」

　
　

〜
日
記
よ
り
〜

菊
陽
南
小
学
校　

３
年　
く
わ
ず
み

桑
住　
ゆ
う
や

悠
矢

人
権
っ
て
な
あ
に
シ
リ
ー
ズ
❼

（１０歳・馬場楠）

●趣味
　ゲーム
●得意なこと　
　サッカー
●今一番行きたいところ
　スペイン・アルゼンチン
●友達に伝えたいこと
　いつも遊んでくれてありがとう

元
気
い
っ
ぱ
い

●将来の夢
　テニス選手
●得意な科目　体育
●今一番やりたいこと
　世界を周りたい
●家族に伝えたいこと
　いつもゲームを買ってくれて
　ありがとう

（１０歳・道明）

運
動
神
経
が
抜
群

よしやま

吉山　
り ひと

理仁くん
まつ の

松野　
ま　な　と

真那斗くん

支
え
た
る
娘
の
柔
き
手
の
温
み
幼
き
時
と
同
じ
温
も
り 

今
村　

貞
子

光
透
す
大
型
ハ
ウ
ス
を
建
て
始
む
春
採
り
ト
マ
ト
の
苗
を
移
さ
む 

梅
田　

國
雄

霧
晴
れ
て
球
磨
の
山
な
み
目
に
青
く
は
る
か
に
遠
し
冷
水
峠 

河
北　

幸
一

　

わ
ら藁

の
香
を
ロ
ー
ル
に
巻
き
込
み
ト
ラ
ク
タ
ー
は
刈
田
の
中
を
駆
け
め
ぐ
り
お
り 

佐
藤
せ
い
子

一
人
来
て
赤
き
漆
の
葉
に
向
け
ば
山
里
の
道
冷
え
深
く
な
り
た
り 

中
村
ト
シ
エ

夕
暮
れ
の
空
に
に
び
色
の
赤
き
月
広
縁
に
し
ば
し
魅
せ
ら
れ
し
時 

松
岡
富
紀
子

鉢
植
ゑ
の
野
菜
の
花
を
描
き
つ
つ
一
筆
ご
と
に
思
ひ
ふ
く
ら
む 

山
川　

カ
ヅ

背
を
伸
ば
し
手
先
に
触
れ
む
も
の
の
あ
り
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
で
力
尽
き
た
り 

松
本　

東
亜

四
姉
妹
昔
を
語
る
秋
の
宿 

宮
川
ユ
キ
エ

き忌
　　

し
ゅ
う　

を
修
し
一
息
つ
き
ぬ
草
紅
葉 
日
髙　

妙
子

た
け
や
ぶ

竹
藪
に
夕
日
引
き
込　

か
ら
す
う
り

む
烏
瓜　

 
曽
我　

育
代

い
も
ほ

芋
掘
り
や
園
児　

ひ
と
み
き
ら

の
瞳
煌
め
け
り 

曽
我
ト
モ
子

里
深
く
と
う
ど　

つ

陶
土
搗
く
音
水
澄
め
り 

紫
藤　

祥
子

小
流
れ
に
遊
ぶ
水
車
の
し
ゅ
う
し

秋
思
か
な 

村
上　

朋
子

朝
日
さ
し
鳥
は啄
む
前
の
実
南
天 

藤
本　

純
子

友
も
ぬ脱
ぐ
靴
箱
の
前
防
寒
着 

佐
藤　
　

健

柿
落
葉
虫
喰
ひ
穴
も
も
よ
う

模
様
な
る 

佐
藤　

澄
世

つ　

わ

石
路
満
開
夕
日
の
真
中
輝
け
り 

井　
　

子
文

つ
や艶
と
か香
も
一
緒
に
に
ぎ握
り
今
年
米 

財
津　

早
雪

し
ぐ
る

時
雨
る
や
父
母
と
の
時
間
限
り
あ
り 

原
野
レ
イ
子

か
や
づ
か

萱
塚
の
二
つ
並
び
て
日
を
ま
と纏
ふ 

力　
　

幸
子

ほ放
ら
れ
た
る
鉢
の
小
菊
の
み
ご
と
な
り 

寺
尾
千
代
子

木
の
実
落
つ
音
や
し
じ
ま

静
寂
を
ふ
る震
は
せ
て 

髙
橋　

孝
子

新
米
を
分
つ
悦
び
友
い在
ま
す 

福
田　

貴
子

く
れ
な
い
の
花
に
は
あ
ら
で
は
ぜ
紅
葉 

佐
藤　
　

節

再
会
の
話
は
尽
き
ず
暮
早
し 

吉
野　

早
苗

家
建
つ
や
秋
夕
焼　

し
と
ぎ
も
ち

に
糈
餅　
　

 

井
上
久
美
子

▲仲間とともに

　2015.  1広報 282015.  1 広報29



休日在宅当番医・薬局

ふれあい総合相談ふれあい総合相談

きくようカレンダー 2015年

総合交流ターミナルさんふれあから

月月

問い合わせ　☎（232）8690

さん休 図書休さんふれあ休館 図書館休館

清原医院

本多内科胃腸科医院

柴田整形外科

菊池眼科

宮本内科クリニック

たしろクリニック

緒方整形外科医院

いしはら皮ふ科クリニック

いとう歯科クリニック

まつもとこどもクリニック

仁誠会クリニック光の森

菊陽台病院

温耳鼻咽喉科医院

よつば調剤薬局

西本真生堂薬局菊陽店

つぼみ調剤薬局

千年内科クリニック

宮原内科皮フ科医院

岩倉整形外科医院

岸眼科

ながた歯科医院

わたなべ薬局

よしもと小児科

牧診療所

光の森脳神経外科内科

副島耳鼻咽喉科クリニック

そのき歯科医院

温新堂薬局菊陽店

光の森調剤薬局

菊池市

菊陽町

合志市

菊池市

菊池市

大津町

合志市

大津町

菊陽町

合志市

菊陽町

菊陽町

合志市

菊陽町

菊陽町

菊陽町

合志市

菊陽町

大津町

菊池市

合志市

菊陽町

菊陽町

菊池市

菊陽町

合志市

菊池市

菊陽町

菊陽町

0968(38)2106

(232)2021

(346)5500

0968(25)5678

0968(25)2047

(340)3220

(248)8181

(293)3003

(285)5882

(338)8960

(285)3466

(232)1191

(248)6188

(285)3364

(282)8281

(201)8660

(273)7227

(232)8383

(293)8888

0968(38)0075

(344)2385

(232)5673

(233)2520

0968(25)2317

(232)7711

(249)1777

0968(24)7008

(233)1071

(232)7811

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

月

10
／
25

　

31

　

31

11
／
１

　

１

　

２

　

２

　　

８
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4日日

11日日

病院・薬局（午前９時～午後５時）　歯科（午前10時～午後４時）

※受診するときは各医療機関へ電話でご確認ください。最新
情報は菊池郡市医師会テレホンサービス☎0968（25）3300で
ご確認ください（歯科・薬局を除く）。
※薬局は菊陽町内のみを掲載しています。
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12日月
成人の日

25日日

消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後4時）

消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後4時）

夜間納税相談（税務課）午後9時まで

図書休

さん休 図書休消費生活相談（大津町役場２階相談室、午前10時～午後４時）

さん休 図書休消費生活相談（大津町役場２階相談室、午前10時～午後４時）

菊陽町成人式（図書館ホール、午前10時～正午）
日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

図書休
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老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター

法　　律

税　　金

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎（232）3593

会　場

■ 専門相談（午後1時～午後3時）
相談名 実施日

☎(232)3592

■ 介護相談　平日（午前 8時30分～午後 5時15分）

電話

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

５日（月)
23日（金)
13日（火)
20日（火)
26日（月)
15日（木)
22日（木)

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所
事業所名

10日（土）

会　　場

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）
実施日
17日（土）
24日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎（337）6830
老人福祉センター　　　　　 ☎（232）3593

18日日

１月のイベント

  4日日　直売所初売り

14日水・21日水 13:00～　押し花教室

21日水 12:30～　さんふれあ舞の会

31日土 17:00～　第41回ふれあ館コンサート
　　　　出　演：蓑田由美子（琴）、
　　　　　　　 ジェフリー・アラン・ケアンズ（尺八）
　　　　入場料：500円（ドリンクバー付き）

９・23日：さん彩感謝デー（1，200円以上
お買い上げの人に野菜１品プレゼント）
※なくなり次第終了。
※毎週金曜日は肉と豆腐の特売日。

直売所

８日：レディースデー（女性半額）
15日：さんさんデー（半額・回数券＋２枚サービス）
22日：メンズデー（男性半額)
29日：回数券デー（回数券＋１枚サービス）

温泉

●１月１日（木）休館　●１月２日（金）から温泉・大広間通常営業
●１月４日（日）から直売所通常営業
※全国陶芸市は２月７日（土）～２月15日（日）の予定です。

１月の休館日 1・6・13・20・27

日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

さん休 図書休消費生活相談（大津町役場２階相談室、午前10時～午後４時）

消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後4時）

さん休 図書休消費生活相談（大津町役場２階相談室、午前10時～午後４時）

消費生活相談（菊陽町役場１階相談室、午前10時～午後4時）

日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁（町民課・税務課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

成人の日

図書休

元日1
2
3
4
5
6
7
8
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15
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18
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22
23
24
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30
31

木
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土
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月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

さん休 図書休

よかつれフェスタ2015（図書館ホール、午後１時30分～午後３時40分）

役場通常業務開始
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